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このマニュアルは，製品の機能とパネル操作について詳細に説明したものです。

必要に応じて，下記のマニュアルも参照してください。 

○クイックスタートガイド: 製品を使用するにあたっての基本的な情報

のみが記載されています。 

○プログラムマニュアル: 製品を GPIB 等の通信インタフェースを介して

使用する際の方法とコマンドを説明しています。 

このマニュアルは，著作権によって保護された知的財産情報を含んでいます。

それらの著作権はすべて当社が保有しています。文書による当社の事前承諾な

しに，このマニュアルの一部または全部を，複写，転載，あるいは他言語へ翻

訳することはできません。 

このマニュアルにおける情報が正確なのは CD 収録時点においてです。当社は

製品の改良を継続して行っており，製品の仕様，装備および保守手順をいつで

も予告なしで変更する権利を保有しています。このマニュアルはファームウェ

アバージョンが 1.71 以降の製品について記載されています。 
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安全上の注意 

 

 

本章では，操作および保管の際に守らなければならない，重

要な安全上の注意を説明します。使用者の安全を確保し，本

製品をできるだけ最良の状態に保つため，操作および保管の

前には必ず次の内容をお読みください。 

 

安全記号 

本製品や本書には，次の安全記号が使用されています。 

警告 警告: 使用者の生命や身体に危険が及ぶおそれがある状態

または行為を示します。 

注意 注意: 本製品またはその他の機器，設備に損傷を与えるおそ

れのある状態または行為を示します。 

 危険: 高電圧 

 注意: 取扱説明書を参照してください。 

 保護導体端子 

 シャシ（筐体）端子 

 

電子機器を地方自治体の回収する非分別ごみとして廃棄し

ないでください。分別回収施設を利用するか，本製品を購

入されたときの販売業者までお問い合わせください。 
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安全上のガイドライン 

全般的な 

ガイドライン 

注意 

 本製品の上に重量物を載せないでください。 

 本製品の損傷につながるため，強い衝撃を与えたり，乱

暴に取り扱ったりしないでください。 

 本製品に静電気を放電しないでください。 

 端子には適合するコネクタのみを使用してください。裸

線は使用しないでください。 

 冷却ファンの通気口を塞がないでください。 

 認定を受けたサービス担当者以外の方は，本製品を分解

しないでください。 

電源 

警告 

本製品に適合している電源電圧，周波数で使用してくださ

い。 

  電源入力電圧:100 Vrms～240 Vrms ±10%  

  周波数: 50 Hz ± 2 Hz，60 Hz ± 2 Hz  

感電防止のために電源コードの保護接地導体をアース(グラ

ウンド)に接続してください。 

 付属の電源コードは本製品専用です。本製品以外の機器

に使用しないでください。 

使用中の異常に関

して 

警告 

製品を使用中に，製品より発煙や発火などの異常が発生し

た場合には，ただちに使用を中止し電源スイッチを切り，

電源コードをコンセントから抜くか，配電盤から外してく

ださい。 

本製品の清掃  清掃の前に電源コードを抜いてください。 

 中性洗剤と水を混ぜた薄い溶液で湿らせた柔らかい布を

使用してください。いかなる液体も噴霧しないでくださ

い。 

 ベンゼン，トルエン，キシレン，アセトンなどの強い成

分を含む化学薬品を使用しないでください。 
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動作環境  高度 2000 m 以下の屋内で使用してください。 

 ファンによる強制空冷を行っています。吸気口･排気口が

ある正面と背面，および側面は壁面から 50 cm 以上離し

て空気の流通を確保してください。 

 積み上げたり，前後（他の装置の排熱を吸い込んでしま

う配置）に並べたりしないでください。 

 温度および湿度範囲は，次の条件に合う場所に設置して

ください。 

温度: 0°C～＋50°C 相対湿度: 20%RH～85%RH 

 次のような場所には設置しないでください。 

 可燃性ガスのある場所 

→爆発の危険があります。絶対に設置・使用しないで

ください。 

 屋外や直射日光の当たる場所，火気や熱の発生源の近く 

→この製品の性能を満足しない，または故障の原因に

なります。 

 腐食性ガスや水気のある場所，湿度の高い場所 

→この製品の腐食・故障の原因になります。 

 電磁界発生源や高電圧機器，動力線の近く 

→誤動作の原因になります。 

 振動の多い場所 

→誤動作や故障の原因になります。 

 ほこりの多い場所 

→特に導電性のほこりの場合，機器の故障の原因にな

ります。 

性能保証 温度: ＋20°C～＋30°C 相対湿度: 20%RH～85%RH 

保管環境 温度: －25°C～＋70°C 相対湿度: 90%RH 以下 

廃棄 

 

本製品を地方自治体の回収する非分別ごみとして廃棄しな

いでください。分別回収施設を利用するか，本製品を購入

されたときの販売業者までお問い合わせください。環境へ

の負荷を軽減するために，電気製品の廃棄物は，必ず適切

にリサイクルされるようにしてください。 
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概要 

本章では，コンパクトマルチレンジ直流電源 CM シリーズの

主な特徴や正面／背面パネルについて説明します。概要とと

もに本製品の動作や機能，使用上の注意をお読みいただき，

安全に関する留意事項を理解されてからお使いください。 
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製品の概要 

シリーズラインナップ 

CM シリーズは，最大出力 1080 W のスイッチング方式単出力コンパクトマルチ

レンジ直流電源です。同一モデルを使用して，直列接続で電圧 2 倍(ただし 250 V 

/ 800 V モデルを除く)，または並列接続で電流 3 倍の直流電源として使用するこ

とができます。各種インタフェースを装備(一部はオプション対応)していますの

で，外部からのアナログ信号制御や通信による制御が可能です。 

 

CMシリーズには出力電圧によって 30 V / 80 V / 160 V / 250 V / 800 Vの 5種類の

電圧モデルがあり，さらに電力容量によって Type I(360 W) / Type II(720 W) / 

Type III(1080 W)の 3 種類の筐体タイプに分けられます。 

 

CM シリーズの出力電圧と出力電流範囲は以下のとおりです。 

 

型名 タイプ 電圧範囲 電流範囲 電力容量 

CM30-36 

Type I 

0 V~30 V 0 A~36 A 

360 W 

CM80-13R5 0 V ~80 V 0 A~13.5 A 

CM160-7R2 0 V ~160 V 0 A~7.2 A 

CM250-4R5 0 V ~250 V 0 A~4.5 A 

CM800-1R44 0 V ~800 V 0 A~1.44 A 

CM30-72 

Type II 

0 V~30 V 0 A~72 A 

720 W 

CM80-27 0 V ~80 V 0 A~27 A 

CM160-14R4 0 V ~160 V 0 A~14.4 A 

CM250-9 0 V ~250 V 0 A~9 A 

CM800-2R88 0 V ~800 V 0 A~2.88 A 

CM30-108 

Type III 

0 V~30 V 0 A~108 A 

1080 W 

CM80-40R5 0 V ~80 V 0 A~40.5 A 

CM160-21R6 0 V ~160 V 0 A~21.6 A 

CM250-13R5 0 V ~250 V 0 A~13.5 A 

CM800-4R32 0 V ~800 V 0 A~4.32 A 
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電圧モデル 型名 

30 V モデル CM30-36 / CM30-72 / CM30-108 

80 V モデル CM80-13R5 / CM80-27 / CM80-40R5 

160 V モデル CM160-7R2 / CM160-14R4 / CM160-21R6 

250 V モデル CM250-4R5 / CM250-9 / CM250-13R5 

800 V モデル CM800-1R44 / CM800-2R88 / CM800-4R32 

 

筐体タイプ 

Type I Type II Type III 

   

 



CM シリーズ 取扱説明書 

8 

特徴 

特徴  多様な用途に応える各種インタフェース 

コンピュータやシーケンサなどからのリモート制御に使

用する LAN，USB，GPIB(オプション)に加え，コンピュ

ータを使わないときでも外部の TTL 信号や接点信号によ

り出力 ON/OFF，電源のシャットダウンができます。機器

の状態を示すステータス出力もあり，多様な用途に対応

することができます。 

 力率改善回路搭載 

力率改善回路により力率 0.97 以上，効率 77％以上を実現

しています。 

 可変スルーレート 

スルーレートを任意の値に設定することができます。ま

た，立ち上がり，立ち下がりをそれぞれ設定することが

可能です。 

 ワールドワイド対応電源入力 

100 V～240 V の電源入力に対応しています。 

 ブリーダ回路の制御 

本器内部の出力端子に並列に接続されているブリーダ回

路を制御することができます。ブリーダ制御によって電

源オフや負荷を外した際にコンデンサに残る電荷を放電

させることが可能です。 

 リモートセンシング 

負荷までの配線による電圧降下を補償します。 

 直列・並列運転 

出力容量を増やすために直列に 2 台(ただし 250 V / 800 V

モデルを除く)，並列に 3 台同一モデルを接続して運転す

ることが可能です。 

 保護機能 

過電圧保護，過電流保護，過熱保護，電源入力電圧低下

保護，出力電力リミット。 
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オプション一覧 

 

部品番号 オプション名 説明 

10YTPA0011864 GPIB アダプタ 

GPIB を USB に変換するアダプタ

です。GPIB でこの製品をコント

ロールすることができます。 

10YTPA0012068 フロント拡張端子 

フロントに出力端子を拡張するこ

とができます。本体側面に磁石で

固定します。バナナ端子にて 30 A

まで使用できます。 

10YTP0000006Z 
フロント拡張端子 

 (高電圧用) 

250 V / 800 V モデル用のフロント

拡張端子です。10 A まで使用でき

ます。 

10YTPA0012072 
ラックマウントキット 

 (JIS) 

本製品を JIS 規格対応のラックに

マウントするためのキットです。 

10YTPA0012073 
ラックマウントキット 

 (EIA) 

本製品を EIA規格対応のラックに

マウントするためのキットです。 

10YTPA0012074 USB ケーブル 

USB ケーブルです。この製品に接

続する側がアングルタイプ(L 型)

になっていますので，出力端子カ

バーに干渉することなく使用でき

ます。 

10YTPA0012075 
エアフィルタ 

 (小，全モデル共通) 

1 枚入りの交換用エアフィルタ

で，操作パネルの下側吸気口用で

す。 

10YTPA0012076 
エアフィルタ 

 (大，Type II / III 用) 

1 枚入りの交換用エアフィルタ

で，TypeⅡ / Ⅲの吸気口用です。

TypeⅢの場合は 2 枚必要です。 
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10YTPA0012254 2 台直列運転ケーブル 
本製品 2 台を直列運転すること

ができます。 

10YTP0000007Z 2 台並列運転ケーブル 
本製品 2 台を並列運転すること

ができます。 

10YTP0000008Z 3 台並列運転ケーブル 
本製品 3 台を並列運転すること

ができます。 

 

※全てのオプションは，本体のご注文時またはご購入後に購入することが可能

です。 
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ラックマウントキットについて (オプション) 

概要 本製品は，オプションとしてラックマウントキットがあり

ます（型名[JIS]: 10YTPA0012072, [EIA]: 10YTPA0012073）。

Type I モデル 6 台，Type II モデル 3 台，Type III モデル 2 台，

Type I / II / III モデル 1 台ずつの組み合わせのいずれかを組

み込むことができます。 

例 
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梱包内容 

本製品の使用を開始する前に，内容を確認してください。 

開梱 

 

内容 本体 ···································································· 1 台 

付属品： 

クイックスタートガイド ······································ 1 冊 

 CM シリーズ付属 CD ··········································· 1 枚 

  内容：LabVIEW ドライバ，USB ドライバ 

     取扱説明書，プログラムマニュアル 

 電源コード（約 2.8 m） ········································ 1 本 

 USB ケーブル ····················································· 1 本 

 電源入力カバー（TypeIII のみ）····························· 1 式 

 出力端子カバーまたは出力コネクタカバー ·············· 1 式 

 フロントパネル用エアフィルタ（小） ···················· 1 個 

 テストリード（赤×1, 黒×1，約 1.2 m）  ··············· 1 式 

   （30 V / 80 V / 160 V モデルのみ） 

 出力端子用ボルト/ねじ（M8 ボルト，M4 ねじ） ······· 1 式 

  （30 V / 80 V / 160 V モデルのみ） 

 出力コネクタ ····················································· 1 式 

  （250 V / 800 V モデルのみ） 

警告 付属の電源コードは本製品専用です。本製品以外の機器に使用し

ないでください。 
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各部の名称と機能 

フロントパネル 

Type II (720 W) 

表示部 電圧
つまみ

電流
つまみ

出力
キー

USB A

ポート

電源
スイッチ

各機能
キー

カバー
パネル

表示部 電圧
つまみ

電流
つまみ

出力
キー

USB A

ポート

電源
スイッチ

各機能
キー

カバー
パネル

 
 

 

Type III (1080 W) Type I (360 W) 
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各機能キー 機能キーは，そのキーが有効のとき点灯します。 

 Function

 

本製品の機能設定などを行います。 

 OVP/OCP

 

過電圧･過電流の保護値を設定します。 

 Set

 

出力電圧･出力電流を設定します。 

(消灯時は表示が計測値になります。) 

 Test

 

将来の機能拡張用に予約されているキー

です。使用しません。 

 Lock/Local

 

設定を誤って変更しないようにパネルの

キーをロック，またはその解除をします。

リモート制御状態で押すと，ローカル（パ

ネル操作）制御状態になります。 

 PWR DSPL

 

表示を V/A→V/W に切り替えます。点灯

した状態で電流つまみを押すと W/A 表

示になります。W/A 表示を V/W 表示に

戻すには電圧つまみを押します。 

表示部 VSR  電圧スルーレートが有効です。 

C V  定電圧モードです。 

 RMT  リモート制御中です。 

 ALM  アラームが発生しています。 

 DLY  出力遅延機能が有効です。 

 C C  定電流モードです。 

 ISR  電流スルーレートが有効です。 

 20  40  60  

80  100  % W  

出力電力レベルのバー表示です。 

現在の出力電力を最大定格に対するパー

セントで表示します。 
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電圧つまみ 
Voltage

 

出力電圧や過電圧検出レベルの設定に使

用します。回すとカーソルのある桁の数

値が増減します。押すとカーソルが桁を

移動します。表示部において他の桁より

明るい桁がカーソル位置を示します。 

また，各種機能設定のときに電圧つまみ

を押すことでパラメタを確定します。 

電流つまみ 
Current

 

出力電流や過電流検出レベルの設定に使

用します。回すとカーソルのある桁の数

値が増減します。押すとカーソルが桁を

移動します。表示部において他の桁より

明るい桁がカーソル位置を示します。 

出力 
Output

 

出力を ON/OFF します。出力が ON のと

き Output キーが点灯します。 

USB A ポート 

 
USB A ポートは使用できません。（メン

テナンス用途のみ） 

電源スイッチ 

 電源を ON/OFF します。 
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リアパネル 

30 V / 80 V / 160 V モデル 

 Type II (720 W)  

 
 

Type III (1080 W) Type I (360 W) 

  
 

250 V / 800 V モデル 

Type II (720 W) 

AC 入力 シャシ端子 

コントロール I/O 

コネクタ 

センス端子 

（－） 

出力端子 

（－） 

Ethernet 

ポート 

センス端子 

（＋） 

USB B 
ポート 

出力端子 

（＋） 

ファン 

AC 入力 

シャシ端子 
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LAN
100     240V

1000VA MAX.
AC
47   63Hz

SER.NO. LABEL
V SN.C. S V

Output 

terminals +V

Fan

Chassis 

ground

USB B 

port

LAN

AC Input

Sense- 

terminal

Analog control 

connector

Sense+ 

terminal

Output 

terminals -V

 

シャシ端子 

出力端子 

(＋) 

出力端子 

(－) 

センス端子 

センス端子 

コントロール I/O 

ファン 

ポート 
Ethernet 

AC 入力 

USB B 

ポート コネクタ (＋) 

(－) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Type III (1080 W) Type I (360 W) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

LAN
LN

SER.NO. LABEL

47   63Hz 1500VA MAX.
AC 100     240V

V VSN.C. S

AC Input

 

LAN

100     240V
47   63Hz 500VA MAX.
AC

V SN.C. S V

AC 入力 

シャシ端子 
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CONTROL I/O コネ

クタ 

 

 

 

スタンダード MIL 規格 26 ピンコネクタです。 

 （XG4C-2634：オムロン製） 

CONTROL I/O コネクタは出力電流・電圧や本

製品のステータス（OVP，OCP，OHP 等）の

モニタ，外部信号による出力電流・電圧の設

定に用います。 

適合コネクタは，オムロン製 XG5 シリーズで

す。出荷時は CONTROL I/O コネクタ保護カバ

ーを装着しています。 

CONTROL I/O コネ

クタ保護カバー 
 感電を防止するため，外部制御入出力機能を

使用しないときは，CONTROL I/O コネクタ保

護カバーを装着してください。 

出力端子 

(30 V / 80 V / 160 V

モデル) 

 負極(－)／正極(＋)出力端子 

 シャシ端子 

 センス端子(－)／(＋) 

出力端子 

(250 V / 800 V モデ

ル) 

 250 V / 800 V のモデルは 9 ピンのコネクタに

なっています。 

(MC420-38109Z プラグ DECA Switch Lab 製) 

 負極(－)／正極(＋)出力端子 

(それぞれ 3 端子あります。) 

 
シャシ端子 

 
センス端子(－)／(＋) 

USB B ポート 

 USB B ポートはリモート制御に使用します。 

ファン  内部の熱を排気します。 
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Ethernet ポート LAN

 Ethernet ポートはリモート制御に使用します。 

AC 入力 

(Type I / Type II) 
 

TypeI /TypeII 

 電源入力電圧:100 V ～240 V 

 周波数: 50 Hz / 60 Hz 

AC 入力 

(Type III) 

LN

 

TypeIII 

 電源入力電圧:100 V ～240 V 

 周波数: 50 Hz / 60 Hz 
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動作と機能 

ここでは，基本的な動作モードや各種の機能について説明します。 

動作範囲 

説明 本製品は高電圧･高電流が出力可能な直流安定化電源です。

定格電力容量で制限される広い動作範囲の中で，定電圧

(CV)モードまたは定電流(CC)モードで動作します。 

各モデルの動作範囲は，定格電力容量，定格出力電圧，定

格出力電流によって決まります。例えば，CM30-36(360 W)

の動作範囲は下図のようになります。 

DC30-36動作範囲CM30-36動作範囲DC30-36動作範囲CM30-36動作範囲

 

本製品は，出力電力(出力電流×出力電圧)が定格電力容量よ

り小さい時に，一般的な定電圧，定電流の電源として機能

します。 

負荷によって，出力電力(出力電圧×出力電流)が定格出力電

力を越えるようなときは，出力が定格出力電力にて制限さ

れます。 
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各出力電圧モデルの出力範囲を次に示します。 

30 V モデル出力範囲 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…
0

5

30

Current (A)

V
o
lt
a
g
e 

(V
)

10

15

20

25

0 20 40 60 80 100

10

12 24 36

30

35

120

Type III
Type II
Type I

72 108

 

80 V モデル出力範囲 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…

Current (A)

V
o
lt
a
g
e 

(V
)

26.6

4.5 9.0 13.5

80

Type III
Type II
Type I

30 4540205 10 15 250 35

0

20

40

60

80
90

27 40.5
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160 V モデル出力範囲 

051015202530

020406080100V
o
lt

…
Cur…

Po…
0
20

160

Current (A)

V
o
lt
a
g
e 

(V
)

40
60
80

140

0 5 10 15 20

180

25

Type III
Type II
Type I

100
120

2.25 4.5 6.75

160

50

14.4 21.67.2

 

250 V モデル出力範囲 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…

Current (A)

V
o
lt
a
g
e 

(V
)

0 3 6 9 12 15

Type III
Type II
Type I

1.44 2.88 4.32

250

80

9 13.54.5

250

200

150

100

50

0

 

800 V モデル出力範囲 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…
0

100

800

Current (A)

V
o
lt
a
g
e 

(V
)

200
300
400

700

0 1 2 3 4

900

5

Type III
Type II
Type I

500
600

0.45 0.9 1.35

800

250

2.88 4.321.44
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CC モード，CV モード 

説明 本製品が定電流(CC)モードで動作しているときは，一定の

電流が負荷に供給されます。定電流を保持するために出力

電圧は変化します。負荷抵抗が増大して出力電圧が高くな

り電圧設定値に達すると，定電圧(CV)モードへ移行して電

圧設定値でリミットされた電圧を出力します。 

同様に，本製品が定電圧(CV)モードで動作しているときは，

一定の電圧が負荷に供給され，電流は負荷によって変化し

ます。負荷抵抗が低くなって出力電流が大きくなり電流設

定値に達すると，定電流(CC)モードへ移行して電流設定値

でリミットされた電流を出力します。 

このような動作モードが切り換わるポイントをクロスオー

バポイントと呼びます。 

 本製品が CC,CVどちらのモードで動作するかを決める条件

は，電流設定値(ISET )，電圧設定値(VSET )，負荷抵抗値(RL)，

臨界抵抗値（RC）に依存します。臨界抵抗値は RC = VSET / ISET 

によって決まる値です。 

負荷抵抗(RL)が臨界抵抗(RC)よりも大きければ(RL＞RC)，本

製品は定電圧(CV)モードで動作します。すなわち，出力電

圧は電圧設定値(VSET)と等しくなりますが，出力電流は電流

設定値(ISET)よりも小さくなります。負荷抵抗を小さくして

いき，出力電流が電流設定値(ISET)に達すると，本製品は定

電流(CC)モードへ移行します。 

逆に，負荷抵抗が臨界抵抗よりも小さければ(RL＜RC)，本製

品は定電流(CC)モードで動作します。すなわち，出力電流

は電流設定値(ISET)と等しくなりますが，出力電圧は電圧設

定値(VSET)よりも小さくなります。 
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電圧
設定値

電流設定値

CV

CC

出力電圧

出力
電流

クロスオーバー

ポイント

RL= RC 

RL ＜ RC 

 

RL ＞ RC 
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スルーレート 

説明 本製品は，定電圧(CV)モードおよび定電流(CC)モードのス

ルーレートを設定できます。この機能によって，電圧の印

加スピードまたは電流の通電スピードを制限することがで

きます。 

例えば，コンデンサやバッテリのような容量性の負荷に電

圧を印加しようとすると，設定値による電流が急激に流れ

ますが，電流スルーレートを設定しておくと，徐々に電流

を増やしながら設定した電流にすることができます。 

スルーレートは，高速優先とスルーレート優先を選択する

ことができます。高速優先モードでは，各動作モードのス

ルーレート設定が無効になり，最速で立ち上がり(立ち下が

り)ます。スルーレート優先モードでは，上昇と下降のスピ

ードを独立して設定できます。 

高速優先 スルーレート優先

 

メモ 外部電圧や外部抵抗によって電圧および電流を設定する場

合は，スルーレート設定は無効になり，常に高速優先にな

ります。 
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ブリーダ回路 

説明 本製品の出力部には，出力端子と並列にブリーダ回路があ

ります。 

負荷
ブリーダ
回路

DC  

ブリーダ回路は，出力 OFF または電源スイッチ OFF したと

きに，本製品の出力部のコンデンサの電荷を放電して安全

な電圧にするためのものです。 

また，ブリーダ回路は一定の負荷を取ることで，負荷変動

に対して出力を安定させる働きがあります。 

ノーマル機能設定 F-09 にて，ブリーダ回路の設定を ON，

OFF または AUTO から選択できます。 

ON 設定時は出力の ON/OFF に関わらず常にブリーダ回路

は ON 動作，OFF 設定時は常にブリーダ回路は OFF 動作，

AUTO 設定時は出力 ON 時にブリーダ回路は ON 動作，出

力OFFまたは電源スイッチをOFFにしたときにブリーダ回

路は OFF 動作となります。 

動作をまとめると下表のようになります。 

ブリーダ回路動作 
F-09 設定 

0 = OFF 1 = ON 2 = AUTO 

本体 

動作状態 

出力 ON 時 OFF ON ON 

出力 OFF時 OFF ON OFF 

電源スイッチOFF時 OFF ON OFF 

 

ブリーダ回路設定を ON にした場合，出力を OFF または電

源スイッチを OFF したときにコンデンサを放電して，出力

端子を安全な電圧にします。 

ブリーダ回路設定を OFF または AUTO にした場合，出力を

OFF または電源スイッチを OFF にしても，コンデンサが充

電されたままになりますので出力端子には電圧が長い時間

残り，感電する危険があります。 

CM 
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警告 ブリーダ回路設定を OFF または AUTO にした場合，出力を

OFF または電源スイッチを OFF にしても，出力端子の電圧

はすぐに放電されずに長い時間残っています。感電する危

険がありますので，出力端子，センス端子または負荷入力

端子に触れる可能性があるときは，必ずブリーダ回路設定

を ON にしてください。 

出力端子，センス端子または負荷入力端子に触れるときは，

必ずテスタなどで電圧を確認してから作業してください。 

注意 ブリーダ回路設定は初期設定で ON です。バッテリを充電

するような用途では，ブリーダ回路設定を OFF にしてくだ

さい。 

ブリーダ回路設定を ON にして使用しますと，本製品の出

力を OFF にしても，ブリーダ回路によってバッテリが放電

されます。また，この状態が続くと本体に損傷を与える可

能性があります。 
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内部抵抗模擬機能 

説明 本製品には内部抵抗模擬機能があります。設定する内部抵

抗値は，設定範囲内であれば任意の値にでき，ソフトウェ

ア(本製品のファームウェア)により模擬されます。 

模擬された内部抵抗値は，出力端子の正極(＋)へ直列に抵

抗が挿入されたものとみなすことができます。鉛蓄電池な

どの内部抵抗を有する電源を模擬するときなどに使用しま

す。 

内部抵抗 

設定範囲 

モデル名 内部抵抗設定範囲 

CM30-36 0.000 Ω～0.833 Ω 

CM30-72 0.000 Ω～0.417 Ω 

CM30-108 0.000 Ω～0.278 Ω 

CM80-13R5 0.000 Ω～5.926 Ω 

CM80-27 0.000 Ω～2.963 Ω 

CM80-40R5 0.000 Ω～1.975 Ω 

CM160-7R2 0.000 Ω～22.22 Ω 

CM160-14R4 0.000 Ω～11.11 Ω 

CM160-21R6 0.000 Ω～7.407 Ω 

CM250-4R5 0.00 Ω～55.55 Ω 

CM250-9 0.00 Ω～27.77 Ω 

CM250-13R5 0.00 Ω～18.51 Ω 

CM800-1R44 0.0 Ω～555.5 Ω 

CM800-2R88 0.0 Ω～277.8 Ω 

CM800-4R32 0.0 Ω～185.1 Ω 

注意 内部抵抗模擬機能は，定電圧(CV)モードの時に有効です。

定電流(CC)モードでは使用できませんので，本製品が必ず

定電圧の状態になるようにしてお使いください。定電流モ

ードでは発振することがあります。 

 



  概要 

  29 

保護機能 

本製品には，過電圧保護(OVP)，過電流保護(OCP)，過熱保護(OHP) ，電源入力

電圧低下保護，出力電力リミットの保護機能があります。いずれか 1 つでも保

護が働くと，表示部に ALM アイコンを表示します。 

電源スイッチトリップ機能は，これらの保護が働いたときに電源スイッチを

OFF にすることができますので，この機能を使って負荷を保護することが可能

です。 

また，過電圧保護，過電流保護が働いたときにはアラーム信号を CONTROL I/O

コネクタへ出力しますので，外部からエラーを検出することが可能です。 

OVP 

（過電圧保護） 
過電圧保護値を設定することにより，予期せぬ高い電圧を

出力して負荷を損傷してしまうのを抑止します。 

OCP 

（過電流保護） 
過電流保護値を設定することにより，予期せぬ大きな電流

が流れて負荷を損傷してしまうのを抑止します。 

OHP 

（過熱保護） 
本製品内部の温度が過度に上昇したときに本製品を保護し

ます。 

電源入力 

電圧低下保護 

電源入力の電圧が低下したときに出力を OFF します。 

出力電力リミット 定格出力電力の約 105%で出力電力を制限します。 

アラーム信号 

出力 

アラーム信号は，リアパネルにある CONTROL I/O コネクタ

から出力されます。 

アラーム信号出力は，フォトカプラにより本製品から絶縁

されたオープンコレクタ出力です。 

電源スイッチ 

トリップ 

電源スイッチトリップは，保護機能（OVP, OCP, OHP）が働

いたとき，またはリアパネルの CONTROL I/O コネクタへ電

源スイッチ OFF 信号が入力されたときに本製品の電源スイ

ッチを OFF にします。 
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リモートセンシング機能 

概要 リモートセンシングは，負荷ケーブルの抵抗分による電圧

降下を補償する機能です。センス端子と負荷端子をセンシ

ングケーブルで接続して負荷端の電圧を検出し，負荷ケー

ブルにおける電圧降下を補償します。 

警告 センシングケーブルを接続するときは，必ず出力を OFF に

してください。出力 ON 状態でのセンシングケーブルの接

続，および取り外しは絶対に行わないでください。感電し

たり，本製品を損傷したりすることがあります。 

配線前に本製品の出力端子に電圧が残っていないことをテ

スタなどで確認してください。(ブリーダ回路設定(F-09)を

OFF または AUTO にしていると，本製品の出力部のコンデ

ンサの電荷が放電されません。) 

リモートセンシングが補償できる電圧(補償電圧：出力電圧

とセンス端子入力電圧の差)は，製品により最大で 0.6 V ま

たは 1.0V です。(製品毎の補償電圧は仕様欄をご覧くださ

い) 負荷ケーブルによる電圧降下が，この補償電圧より小

さくなるように負荷ケーブルの線径を選択してください。

補償電圧が過大になりますと本体内部が損傷することがあ

ります。 

センシングケーブルは，本製品の絶縁耐圧を超えるものを

使用してください。 

センス端子は，必ず負荷の入力端子と極性を正しく配線し

た状態(リモートセンシング)か，またはセンシング接続金具

で出力端子と接続した状態(ローカルセンシング)で使用し

てください。センス端子に何も接続されない状態で出力を

ON すると，本製品は正しく出力を制御できなくなり，負荷

や本体に損傷を与える可能性があります。 

注意 センシングケーブルが外れると，本製品から負荷に安定し

た電力を供給できなくなります。センシングケーブルは確

実に接続してください。 

センシングケーブルは，ツイストペアまたは 2 芯シールド

線を使用してください。 
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メモ 出荷時は，本製品のセンス端子がセンシング接続金具によ

り出力端子と接続されています。リモートセンシング機能

を使用するときは，センシング接続金具を取り外し，セン

ス端子と負荷入力端子を接続してください。 

単独運転時の接続 1. センス(＋)端子を負荷の正極に，セン

ス(－)端子を負極に，それぞれ接続し

ます。 

 

 

出力端子

負荷DC

センス端子

入力端子

CM

出力端子

負荷DC

センス端子

入力端子

CM

 

43ページ 

47ページ 

 

 2. 本製品を通常通り操作します。詳細

は，基本操作の章を参照してくださ

い。 

58ページ 

並列運転時の接続 1. センス(＋)端子を負荷の正極に，セン

ス(－)端子を負極に，それぞれ接続し

ます。 

43ページ 

47ページ 

 

出力端子

負荷

センス端子

入力端子

出力端子

マスタ

センス端子

出力端子

負荷

センス端子

入力端子

出力端子

マスタ

センス端子

 

71ページ 

 2. 本製品を並列運転時の操作方法にし

たがって操作します。詳細は，並列運

転の章を参照してください。 

74ページ 

スレーブ 1 
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直列運転時の接続 1. (a)スレーブ 1 のセンス(＋)端子を負荷の

正極に接続します。 

(b) スレーブ 1 のセンス(－)端子をマス

タの出力(＋)端子に接続します。 

(c) マスタのセンス(＋)端子をマスタの

出力(＋)端子に接続します。 

(d) マスタのセンス(－)端子を負荷の負

極に接続します。 

43ページ 

47ページ 

 

 

出力端子

負荷スレーブ1

センス端子

入力端子

出力端子

マスタ

センス端子

a

b

c

d

出力端子

負荷スレーブ1

センス端子

入力端子

出力端子

マスタ

センス端子

a

b

c

d

 

78ページ 

 2. 本製品を直列運転時の操作方法にした

がって操作します。詳細は，直列運転の

章を参照してください。 

80ページ 
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使用上の注意 

ここでは，使用上の注意事項について説明します。 

使用上の注意 

本製品を使用するときは，次のことに注意してください。 

突入電流 本製品は電源スイッチを ON したとき，突入電流が流れま

す。複数台まとめて電源スイッチ ON するような場合は，

特に AC ラインの電流容量が十分にあることを確認した上

で使用してください。 

パルス状・ 

ピーク状の 

負荷電流 

下図に示すようなパルス状またはピーク状の電流が流れる

負荷では，最大電流が電流設定値を超えて流れることがあ

ります。 

本製品の電流表示は平均値表示のため，パルス電流が流れ

るような負荷では電流表示値を超える電流が実際には流れ

ることになります。このような負荷の場合は，電流設定値

を大きく設定，または容量の大きなモデルを選択する必要

があります。そのような負荷を使用する場合，電流プロー

ブなどで電流波形を確認することをお勧めします。 

定電流

設定値

電流測定値

(平均値)
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逆電流：回生負荷 本製品の出力がトランスやインバータのような回生型の負

荷に接続されている場合，本製品へ電流が戻されるように

電流が流れますが，本製品は逆電流を吸い込むことができ

ません。逆電流を生じる負荷の場合は，本製品の出力に並

列に抵抗を接続して逆電流をバイパスしてください。 

DC 負荷抵抗

逆電流

 

メモ バイパス抵抗を挿入した場合は，その分負荷への供給電流

が減少します。バイパス抵抗は，電源および負荷の電力に

耐えるものを使用してください。 

逆電流：蓄積負荷 

 

本製品がバッテリやコンデンサのような蓄積した電荷(電

力)を持っている負荷に接続されているときも，逆電流が本

製品に流れ込む場合があります。本製品の損傷を防ぐため

に，逆電流防止用ダイオードを負荷に直列に接続してくだ

さい。 

 

注意 逆電流防止用ダイオードには，逆方向耐電圧が本製品の定

格出力電圧の 2 倍以上，順方向電流容量が本製品の定格出

力電流の 3～10 倍以上のものを使用してください。 

逆電流防止用ダイオードは順方向電流が流れているときに

発熱しますので，発生する熱に耐える物かヒートシンクに

取り付けて冷却してください。 

逆電流防止用ダイオードを使用しているときは，リモート

センシングではなく，ローカルセンシングを使用してくだ

さい。リモートセンシングにしますと本体に損傷を与える

ことがあります。 

負荷 DC 

逆電流防止用 

ダイオード 

CM 

CM 
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負荷ケーブルのイ

ンピーダンス 

負荷への配線のインダクタンスと容量により，発振するこ

とがあります。負荷ケーブルはツイストしてください。 

また，必要に応じて負荷端子へ並列にコンデンサ(電解コン

デンサ，またはフィルムコンデンサ，フィルムコンデンサ

＋電解コンデンサ)を接続してください。 

コンデンサの容量の目安は 0.1 F～数百 F です。また，耐

電圧が本製品の定格出力電圧の 120%以上あるものを使用

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC

S

S

電解コンデンサ

ツイストペア線
または

2芯シールド

負荷
 

ツイストする。 

CM 
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接地について 

本製品の出力端子はシャシ端子から絶縁されています。下記を参考に負荷，負

荷ケーブル，その他の接続機器の絶縁耐量を確認してからご使用ください。 

フローティング 出力がフローティング(出力端子を接地しない場合)のとき，

負荷と全ての配線の絶縁耐量は，本製品の対シャシ電圧以

上が必要になります。対シャシ電圧は 30 V/80 V/160 V モデ

ルの場合は 500 Vdc，250 V/800 V モデルの場合は 1500 Vdc

です。 

：絶縁耐量が本製品の対シャシ電圧以上必要

負荷DC外部電圧
外部抵抗

外部制御
信号

フローティング

 

警告 負荷と配線は，本製品の対シャシ電圧以上の絶縁耐量を確

保してください。絶縁耐量が不足する場合は感電したり，

機器が損傷したりすることがあります。 

外部電圧制御，外部抵抗制御を使用するときは，その制御

信号は接地しないでフローティングにしてください。接地

すると出力を短絡して事故の原因になります。 

出力端接地 出力端子の正極(＋)または負極(－)端子をシャシ端子に接続

する場合には，負荷と全ての配線の絶縁耐量は，本製品の

最大出力電圧以上が必要になります。 

負荷DC外部電圧
外部抵抗

外部制御
信号

：絶縁耐量が本製品の最大出力電圧以上必要

接続

 

注意 出力をフローティングで使用する必要がない場合は，安全

のために出力端子のどちらかをシャシ端子に接続してくだ

さい。 

CM 

CM 
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基本操作 

 
セットアップ .................................................................................... 38 
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並列運転の概要 ........................................................................................ 68 
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セットアップ 

AC ライン入力の接続 

概要 本製品は，電源入力電圧 AC 100 V 系および 200 V 系にて使

用できるユニバーサル電源になっています。電源コードの

取り付けまたは取り外しは以下の手順で行います。 

警告 付属の電源コードは本製品専用です。本製品以外の機器に

使用しないでください。 

電源コードが AC ラインに接続されていないことを確認し

てください。 

以下の作業は専門の技術者のみが行ってください。 

 

Type I / Type II モデル 

取り付け 1. リアパネルの AC インレッ

トに電源コードを接続しま

す。 

2. 電源コードを AC ラインに

接続します。 

 

取り外し 1. 電源スイッチをOFFにして，

電源コードを AC ラインか

ら取り外します。 

2. リアパネルの AC インレッ

トの電源コードを取り外し

ます。 
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Type III モデル 

電源入力カバーの

付属品各部名称 

保護シース 電源入力カバー 

 

納入時の電源入力カバー 

電源入力カバーの

装着準備 

電源入力カバーから保護シースを

反時計回しで取り外します。 

 

取り付け 1. 保護シース，電源入力カバ

ーの順に電源コードを通

します。 
 

 2. AC 入力端子台から端子カ

バーをスライドさせて外

し，電源コードを AC 入力

端子へ接続します。 

緑コード 

保護導体端子 ( ) 

白コード 

ニュートラル (N) 

黒コード 

ライブ (L) 

 

 3. 確実にネジが締められて

いることを確認してくだ

さい。 2323  
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 4. 電源入力カバーを 2 箇所ね

じ止めして取り付けます。 

5. 電源コードの保護シース

を時計回しで電源入力カ

バーに取り付けます。 3

4

4

5

3

4

4

5

 

取り外し 1. 電源スイッチを OFF にし

て，電源コードを AC ライ

ンから外します。 

1

 

 2. 電源コードの保護シース

を反時計に回して外しま

す。 

3. 電源入力カバーを固定し

ているねじ 2 箇所を外しま

す。 

3

2

 

 4. 電源コードを外します。 

5

4
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エアフィルタの取り付け 

概要 全てのモデル（Type I/II/III）は，使用する前にコントロール

パネルの下にエアフィルタ(小)を取り付けてください。 

手順 1. コントロールパネル下の

空いた部分に，エアフィ

ルタ(小)をフィルタの切

り欠きが上になるように

して押し込みます。 

 

Type III の例 
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負荷ケーブルについて 

概要 本製品の出力電流に対して，必ず十分な電流容量がある負荷

ケーブルを使用してください。 

本製品の出力電圧に対して，必ず十分な耐圧を持つ負荷ケー

ブルを使用してください。 

フローティングで使用する場合は絶縁耐量も考慮してくだ

さい。 

推奨される線径 

電線ゲージ 

線径（AWG） 最大電流 

 AWG 20 3.5 A 

 AWG 18 5 A 

 AWG 16 7 A 

 AWG 14 10 A 

 AWG 12 14 A 

 AWG 10 21 A 

 AWG 8 30 A 

 AWG 6 44 A 

 AWG 4 64 A 

 AWG 2 92 A 

 AWG 1 100 A 

メモ 負荷への配線のインダクタンスと容量により，発振する場合

があります。負荷ケーブルは，正極側のケーブルと負極側の

ケーブルを撚った上でなるべく短く配線してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負荷 CM 

 

正極側のケーブルと負極側のケーブル

を撚る(ツイストする) 
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負荷への接続 

30 V / 80 V / 160 V モデル 

出力端子                      

概要 30 V / 80 V / 160 V モデルは，出力端子と負荷ケーブルを M4

ねじまたは M8 ボルトで接続します。 

警告 感電することがありますので，出力端子の配線を行う前に必

ず電源が OFF になっていることを確認してください。 

また、出力端子に電圧が残っていないことをテスタなどで確

認してください。 

 1. 電源スイッチを OFFにしてください。 

 

 2. 出力端子カバーを外します。 45ページ 

 3. 必要に応じて，シャシ端子を正極（＋）

または，負極(－)端子にねじ止めしま

す。詳細は，接地の章を参照してくだ

さい。 

シャシ端子

センシング接続金具

シャシ端子

センシング接続金具

 

 

36ページ 

 4. 適切な線径の負荷ケーブルを選びま

す。 

42ページ 

 5. 端子に合った圧着端子をケーブルに

取り付けてください。 
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 6. リモートセンシングを使う場合は，セ

ンス端子の接続金具を外して，センシ

ング線を本製品のセンス端子と負荷

へ接続します。 

  

ローカルセンシン

グの接続 

センス端子(＋,－)と出力端子(＋,－)をそれぞれ金具(製品に

接続済み)で接続します。 

 M4 ねじ使用時 

正極(+)

負極(-)

 

M8 ボルト使用時 

正極(+)

負極(-)

 

リモートセンシン

グの接続 

センス端子(＋)と負荷端の(＋)端子，およびセンス端子(－)

と負荷端の(－)端子をそれぞれリモートセンシングケーブ

ルで接続します。(リモートセンシングケーブルには電流が

流れませんので，AWG20 程度の線径の線材を使って負荷端

へ接続してください。) 

 M4 ねじ使用時 
リモートセンシング

 負極(-)

リモートセンシング

 正極(+)

 

M8 ボルト使用時 
リモートセンシング

負極(-)

リモートセンシング

正極(+)

 

 7. 負荷ケーブルと出力端子を接続しま

す。 

負荷端の正極と出力端子の正極同士，

負荷端の負極と出力端子の負極同士

をそれぞれ接続してください。 

 

 8. 出力端子カバーを再び取り付けます。 45ページ 
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出力端子カバー                   

30 V / 80 V / 160 V モデル用の出力端子カバーです。 

 

取り付け方 1. 上下の出力端子カバーを固定しているネジを外しま

す。 

 2. 出力端子の根元にある U字型の刻み目に下部カバー

のツメを合わせます。 

 3. 上部カバーを下部カバーの上に被せます。 

 

刻み目にツメを合わせる。2

3

1

出力端子カバー
TOP

出力端子カバー
BOTTOM

M3 ネジ

 

 4. 上部カバーをスライドさせながら閉じます。 

 5. 上部カバーと下部カバーがカチッと一体化します。

最後に手順 1で外したネジで固定します。 

 

4

5
カチッ！

ネジ 締める

 

  

取り外し方 出力端子カバーの取り外しは，上記の手順を逆に行います。 
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フロント拡張端子（オプション）               

30 V / 80 V / 160 V モデル用のフロント拡張端子（型名: 10YTPA0012068）です。

本体側面に磁石で固定します。バナナ端子にて 30A まで使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 出力電流 30 A 以下で使用してください。 

磁石を使用していますので，磁気の影響を受ける物を近く

に置かないでください。 

 

1
2
2

112

3
3
.5

本体リアパネル
出力端子と接続

（M8ボルト使用）

負荷ケーブルを接続しないときは
指などが端子に触れないよう
ケーブル孔が内側を向くように
端子カバーを取り付けてください。
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250 V / 800 V モデル 

出力端子                      

概要 250 V / 800 V モデルは，9 ピンのソケットタイプのコネクタ

を出力端子とセンス端子に使用しています。 

対応するプラグは，MC420-38109Z (DECA SwitchLab 製)で

す。負荷と出力端子を接続する前に使用するケーブルや負荷

の耐電圧などを確認してください。 

警告 感電することがありますので，出力端子の配線を行う前に必

ず電源が OFF になっていることを確認してください。 

また，出力端子に電圧が残っていないことをテスタなどで確

認してください。 

使用するケーブルの線径やソケットの電流容量(1 つの端子

あたり最大 8 A)に注意してください。負荷電流によっては複

数の端子を使用する必要があります。 

出力コネクタに 

適用するケーブル 

 

 

使用するケーブルは，下記の指標に沿ったものを使用してく

ださい。 

 線径     ：AWG26～AWG16 

 被覆の剥きしろ：7 mm 程度 

 

出力コネクタの 

ピン配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-V：出力端子（－） (3 箇所) 

-S：センス端子（－） 

NC：何も接続しないでください 

+S：センス端子（＋） 

+V：出力端子（＋） (3 箇所) 

 

-V

-S
N.C.

+S

+V
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出力コネクタへの

接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 1. 電源スイッチをOFFにしてください。 

 

 2. 出力端子カバーを外します。 51ページ 

 3. 出力端子に電圧が残っていないこと

をテスタなどで確認します。 

 

 4. 適切な線径の負荷ケーブルを選びま

す。 

42ページ 

 5. 負荷ケーブルの先端の被覆を 7 mm程

度剥き，出力コネクタに接続します。 

 

 6. リモートセンシングを使う場合は，出

力コネクタの出力端子とセンス端子

間のケーブルを外して，センシング線

を出力コネクタのセンス端子と負荷

へ接続します。 

 

 

c
Tighten

Loosen a

b

a. マイナスドライバーに

てネジを反時計回りに

回して，端子を緩めま

す。 

b. 被覆を 7 mm程度剥いた

ケーブルを挿入します。 

c. マイナスドライバーに

てネジを時計回りに回

して，端子を締めます。 

緩む 

締まる

緩む 
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ローカルセンシン

グの接続 

-V 端子と-S 端子および+V 端子と+S

端子をそれぞれ接続します。 

(工場出荷時，出力コネクタは下図の

状態になっています。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモートセンシン

グの接続 

-S 端子と+S 端子をそれぞれ負荷端の

負極，正極へ接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
V SN.C. S V

 

To positive 

potential

To negative 

potential

-S
-V

+V
+S

負荷端の負極

へ 

負荷端の正極

へ 

 

 

To positive 

potential

To negative 

potential

-V
+V

負荷端の負極

へ 

負荷端の正極

へ 
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 7. 負荷端の正極と出力コネクタの正極

同士，負荷端の負極と出力コネクタの

負極同士をそれぞれ接続します。 

 

警告 使用するケーブルの線径やソケットの電流容量(1 つの端子

あたり最大 8 A)に注意してください。負荷電流によっては

複数の端子を使用する必要があります。 

 8. 必要に応じて，シャシ端子を+V 端子

または-V 端子に接続します。詳細は，

接地の章を参照してください。 

 

 

 

 

36ページ 

 9. 出力端子カバーを再び取り付けます。  

 

下図は-V を接地した例 

 V SN.C. S V
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出力端子カバー                   

250 V / 800 V モデル用の出力端子カバーです。 

 

取り付け方 1. 2 本の M4 ネジを使用

して底面カバーを背

面パネルへ取り付け

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2. 底面カバーに上面カ

バーを載せて背面パ

ネル側へスライドさ

せると，ロックされて

一体化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3. 上面カバーの中央に

あるつまみネジを時

計回りに回して底面

カバーと固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り外し方 出力端子カバーの取り外しは，上記の手順を逆に行います。 

 

1

 

2

 

3
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フロント拡張端子（高電圧用）（オプション）               

250 V / 800 V モデル用のフロント拡張端子（型名: 10YTP0000006Z）です。本体

側面に磁石で固定します。10A まで使用できます。 

112

3
3
.5

1
2
2

ほ本体リアパネル
出力端子と接続
(９ピンコネクタ)

 

 

 

注意 出力電流 10 A 以下で使用してください。 

磁石を使用していますので，磁気の影響を受ける物を近く

に置かないでください。 
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基本的な操作 

ここでは，基本的な操作方法について説明します。 

電源の投入と停止 

電源投入 1. 電源スイッチ(右側｜)を押します。初めて使用すると

きは初期設定で起動します。2 度目以降の電源投入で

は，最後に電源を OFF したときの設定で起動します。

初期設定については，134ページを参照してくださ

い。 

 

 

V

A

 

電源停止 2. 電源スイッチ(左側 ○)を押します。電源 OFF 時は，

表示部に「AC」と「ALM」アイコンが表示され，ア

ラームが鳴り(ブザーON/OFF制御設定 F-10 が ONの

とき)，ファンが高速回転します。 

 

 

 

注意 短い時間で電源スイッチの ON/OFF 切り替えを行わないで

ください。電源の再投入はファンの回転が確実に止まるま

でお待ちください。 

本製品は，電源 ON に約 5 秒，電源 OFF に約 8 秒かかりま

す。 

メモ 本製品は，電源 OFF 時にファンを高速回転させることによ

り内部のコンデンサの電荷を放電しています。電源 OFF 操

作から数秒間は動作が継続していることを知らせるため，

アラームが鳴るようにしています。 

アラーム音を鳴らしたくない場合はブザーON/OFF 制御設

定 F-10 を OFF にしてください。ただし，OFF 設定時はつま

み操作音など，全てのブザー音が鳴らなくなりますのでご

注意ください。 
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電圧・電流つまみの使い方 

概要 本製品は，電圧つまみおよび電流つまみを使用して各種設定

パラメタを変更します。設定最小桁はモデルにより異なり

0.01，0.1，または 1 単位で設定することができます。 

本取扱説明書において，パラメタを設定する記述がある場合

は，下記の手順にしたがってください。 

例 CM80-13R5 モデルを例に，10.05 V を設定します。 

 1. 0.01 V の桁が明るく表示されるまで

電圧つまみを繰り返し押します。 

(つまみを押す毎に桁が移動して，明る

く表示される桁の数値が変更できま

す。) 

2. 電圧つまみを，0.05 V が表示されるま

で回転させます。 

Voltage

 

Voltage

 

 
V

A

 → 

V

A

 

 3. 1 .00 V の桁が明るく表示されるまで，電圧つまみを

繰り返し押します。(明るく表示される桁の数値が変

更可能です。) 

4. 電圧つまみを，10.05 V が表示されるまで回転させま

す。 

 
V

A

 → 

V

A

 

メモ 電圧または電流を設定しているときは，フロント

パネルの Set キーが点灯します。 

電圧つまみ・電流つまみを回しても反応がない場

合は，まず Set キーを押してください。 

Set
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初期設定(工場出荷時設定)にリセットする 

概要 本製品を初期設定(工場出荷時設定)にリセットする場合

は，システム設定の F-88 を使用します。初期設定の内容

は134ページを参照してください。 

手順 1. Function キーを押します。Function

キーが点灯してシステム設定状態

になります。 

Function

 

 2. 表示部の上段に F-01，

下段に F-01 の設定値

(右図の例では「0.00」)

が表示されます。 
 

 3. 上段の表示が F-88（初期設定）を

示すまで電圧つまみを回します。 
Voltage

 

 4. 下段の表示を「1」（初期設定に戻す）

になるように電流つまみを回しま

す。 

Current

 

 5. 電圧つまみを押して設定を確定し

ます。下段の表示部に約 2 秒間

「ConF」が表示されます。 

 

(この操作をしないと設定が確定さ

れません。) 

Voltage

 

 6. Function キーをもう一度押します。

システム設定を終了して Function

キーが消灯します。 

Function
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ファームウェアバージョンなどのシステム情報を確認する 

概要 本製品のファームウェアバージョン，作成日，CPLD バージ

ョン，カーネル作成日などを確認するには，F-89 を使用し

ます。 

手順 1. Function キーを押します。Function キ

ーが点灯します。 

Function

 

 2. 表示部の上段に F-01，下

段に F-01 の設定が表示

されます。  

 3. 電圧つまみを，F-89（バージョン表示）

になるまで回します。 
Voltage

 

 4. 電流つまみを回すと，バージョンや作

成日など様々な項目を確認できます。 

Current

 

 F-89 0-XX: ファームウェア バージョン 

1-XX: ファームウェア バージョン 

2-XX: ファームウェア 作成年 

3-XX: ファームウェア 作成年 

4-XX: ファームウェア 作成月 

5-XX: ファームウェア 作成日 

6-XX: キーボード CPLD バージョン 

7-XX: キーボード CPLD バージョン 

8-XX: 外部制御入出力 CPLD バージョン 

9-XX: 外部制御入出力 CPLD バージョン 

A-XX: (予約) 

B-XX: (予約) 

C-XX: カーネル 作成年 

D-XX: カーネル 作成年 

E-XX: カーネル 作成月 

F-XX: カーネル 作成日 
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 5. Function キーをもう一度押します。シ

ステム設定から抜け，Function キーが

消灯します。 

Function

 

例 ファームウェアバージョン: Ver.1.09 

 作成年月日: 2011/08/01 

0-01: ファームウェア バージョン 

1-09: ファームウェア バージョン 

2-20: ファームウェア 作成年 

3-11: ファームウェア 作成年 

4-08: ファームウェア 作成月 

5-01: ファームウェア 作成日 

例 キーボード CPLD バージョン: 0x030c 

6-03: キーボード CPLD バージョン 

7-0c: キーボード CPLD バージョン 

例 外部制御入出力 CPLD バージョン: 0x0421 

8-04: 外部制御入出力 CPLD バージョン 

9-21: 外部制御入出力 CPLD バージョン 

例 カーネル作成年月日: 2011/05/22 

C-20: カーネル 作成年 

D-11: カーネル 作成年 

E-05: カーネル 作成月 

F-22: カーネル 作成日 
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基本設定 

ここでは，基本的な設定について説明します。 

過電圧保護(OVP)・過電流保護(OCP)の設定 

概要 OVP 値は定格出力電圧の 10% ～ 110%（250 V / 800 V モデ

ルは 20 V ～ 定格出力電圧の 110%）の範囲で設定できま

す。OCP 値は定格出力電流の 10% ～ 110%（CM30-72 / 

CM30-108 は 5 A ～ 定格出力電流の 110%）の範囲，または

OFF に設定できます。OVP，OCP 値は初期設定では 110%

になっています。 

過電圧保護，または過電流保護が働くと表示部に ALM アイ

コンを表示し，初期設定では電源スイッチを OFF にします。 

ALM

V

A

 

手順 1. OVP/OCP キーを押します。OVP/OCP

キーが点灯します。 

OVP/OCP

 

 2. OVP 値が上段に，OCP 値（または OFF）が下段に表

示されます。 

OVP値

OCP値

OVP値

OCP値
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OVP 設定値 3. 電圧つまみを回して OVP 値を設定し

ます。 

Voltage

 
  範囲 定格出力電圧の 10% ～ 110% 

（250 V / 800 V モデルは 

20 V ～ 定格出力電圧の 110%） 

OCP 設定値 4. 電流つまみを回してOCP値を設定しま

す。 

Current

 
  範囲 定格出力電流の 10% ～ 110% 

（CM30-72 / CM30-108 は 

5 A ～ 定格出力電流の 110%） 

または OFF 

 5. OVP/OCP キーをもう一度押します。

OVP/OCP 設定が完了し，OVP/OCP キ

ーが消灯します。 

OVP/OCP

 

電源スイッチ 

トリップ 

電源スイッチトリップ機能設定 F-95 にて，無

効(F-95=1)，または有効(F-95=0)を設定します。 

有効に設定すると保護が働いたときに電源ス

イッチが OFF になります。 

無効に設定すると保護が働いたときに出力を

OFF しますが，電源スイッチは ON のままに

なります。 

F-95 設定は初期設定では有効になっていま

す。 

96ページ 

  F-95 0 =  有効 

1 =  無効 

OVP/OCP の 

クリア 

OVP･OCP 機能によりトリップした場合は，

OVP/OCP キーを約 2 秒間押し続けることによ

って保護をクリアします。（電源スイッチトリ

ップが無効(F-95=1)の場合のみ。） 

電源スイッチトリップが有効(F-95=0)のとき

は，再起動することによりクリアされます。 

OVP/OCP

 

（押し続け

る） 
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定電圧(CV)モードの設定 

概要 本製品を定電圧(CV)モードに設定する場合は，動作モード

が切り換わるクロスオーバポイントを決定する電流値も同

時に設定してください。クロスオーバポイントは，CV モー

ドから CC モードに切り換わる，またはその逆の動作になる

電圧と電流の設定値です。クロスオーバポイントの詳細は，

23ページを参照してください。 

電流設定値が 0 A の場合，出力 ON しても電圧が出力されま

せん。 

電圧スルーレートは，高速優先(最速)とスルーレート優先

(ユーザ設定値)を選択できますので，使用状況に合わせて設

定してください。 

手順 1. Function キーを押します。Function キ

ーが点灯します。 

Function

 

 2. 表示部の上段に F-01(出力

ON遅延時間)，下段に F-01

の設定が表示されます。  

 3. 上段の表示が F-03（V-I モードスルー

レート選択）になるまで電圧つまみを

回します。 

Voltage

 

 4. 電流つまみを回して，下段の表示を

「0」（CV 高速優先）または「2」(CV

スルーレート優先)に設定します。 

Current

 

  F-03 0 = CV 高速優先 

2 = CV スルーレート優先 
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 5. 電圧つまみを押して設定を確定しま

す。下段の表示部に約 2 秒間「ConF」

が表示されます。 

 

(この操作をしないと設定が確定され

ません。) 

Voltage

 

 6. CV スルーレート優先を選択した場合は，手順 3～5

を繰り返して，F-04(上昇電圧スルーレート)の値と

F-05(下降電圧スルーレート)の値をそれぞれ設定し

ます。 

  F-04/F-05 0.01 V/s～60 V/s (30 V モデル) 

0.1 V/s～160 V/s (80 V モデル) 

0.1 V/s～320 V/s (160 V モデル) 

0.1 V/s～500 V/s (250 V モデル) 

1 V/s～1600 V/s (800 V モデル) 

 7. Function キーをもう一度押します。シ

ステム設定を終了して Function キー

が消灯します。 

Function

 

 8. 電流つまみを回して電流値（クロスオ

ーバポイント）を設定します。 

Current

 

 9. 電圧つまみを回して出力電圧を設定

します。  

Voltage

 

メモ 電圧・電流を設定しているときは，フロントパネルの Set キ

ーが点灯します。電圧・電流つまみを回しても反応がない場

合は，まず Set キーを押してください。 

 10. Output キーを押します。Output キーが

点灯して電圧が出力されます。 

Output
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C V

% W

V

A

CV表示と出力レベルメータ

が、点灯します
20 40 60 80 100 % W  

メモ Set キーを押さないで出力 ON 中に変更できるのは電圧値の

みです。電流値は Set キーを押したときに変更できます。 

 スルーレート設定に関するより詳しい内容は，88ページを参

照してください。 
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定電流(CC)モードの設定 

概要 本製品を定電流(CC)モードに設定する場合は，動作モード

が切り換わるクロスオーバポイントを決定する電圧値も同

時に設定してください。クロスオーバポイントは，CC モー

ドから CV モードに切り換わる，またはその逆の動作になる

電流と電圧の設定値です。クロスオーバポイントの詳細は，

23ページを参照してください。 

電圧設定値が 0 V の場合，出力 ON しても電流が出力されま

せん。 

電流スルーレートは，高速優先(最速)とスルーレート優先

(ユーザ設定値)を選択できますので，使用状況に合わせて設

定してください。 

手順 1. Function キーを押します。Function キーが

点灯します。 

Function

 

 2. 表示部の上段に F-01(出

力 ON 遅延時間)，下段に

F-01 の設定が表示され

ます。 
 

 3. 上段の表示が F-03（V-I モードスルー

レート選択）になるまで電圧つまみを

回します。 

Voltage

 

 4. 電流つまみを回して，下段の表示を「1」

（CC 高速優先）または「3」(CC スル

ーレート優先)に設定します。 

Current

 

  F-03 1 = CC 高速優先 

3 = CC スルーレート優先 
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 5. 電圧つまみを押して設定を確定しま

す。下段の表示部に約 2 秒間「ConF」

が表示されます。 

 

  (この操作をしないと設定が確定されま

せん。) 

Voltage

 

 6. CC スルーレート優先を選択した場合は，手順 3～5

を繰り返して，F-04(上昇電流スルーレート)の値と

F-05(下降電流スルーレート)の値をそれぞれ設定し

ます。 

  F-06/F-07 0.01 A/s～72.00 A/s (CM30-36) 

0.1 A/s～144.0 A/s (CM30-72) 

0.1 A/s～216.0 A/s (CM30-108) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM80-13R5) 

0.01 A/s～54.00 A/s (CM80-27) 

0.01 A/s～81.00 A/s (CM80-40R5) 

0.01 A/s～14.40 A/s (CM160-7R2) 

0.01 A/s～28.80 A/s (CM160-14R4) 

0.01 A/s～43.20 A/s (CM160-21R6) 

0.001 A/s～9.000 A/s (CM250-4R5) 

0.01 A/s～18.00 A/s (CM250-9) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM250-13R5) 

0.001 A/s～2.880 A/s (CM800-1R44) 

0.001 A/s～5.760 A/s (CM800-2R88) 

0.001 A/s～8.640 A/s (CM800-4R32) 

 7. Function キーをもう一度押すと，シス

テム設定を終了して Function キーが消

灯します。 

Function

 

 8. 電圧つまみを回して電圧値（クロスオ

ーバポイント）を設定します。 

Voltage
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 9. 電流つまみを回して出力電流を設定し

ます。  

Current

 

メモ 電圧･電流を設定しているときは，フロントパネルの Set キ

ーが点灯します。電圧・電流つまみを回しても反応がない

場合は，まず Set キーを押してください。 

 10. Output キーを押すと，Output キーが点

灯して，出力 ON 状態になります。 

Output

 

 

CC表示と出力レベルメータが

点灯します。
 

メモ Set キーを押さないで出力 ON 中に変更できるのは電流値の

みです。電圧値は Set キーを押したときに変更できます。 

 スルーレート設定に関するより詳しい内容は，88ページを

参照してください。 
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表示形式の選択 

概要 本製品は V/A(電圧と電流)，V/W(電圧と電力)，W/A(電力と

電流)の 3 種類の表示形式を選択することができます。 

手順 1. PWR DSPL キーを押します。PWR 

DSPL キーが点灯します。 

PWR DSPL

 

 2. V/W(電圧と電力)表示になります。 

 3. 電流つまみを押すと，表示が W/A(電力と電流)にな

ります。W/A(電力と電流)表示から電圧つまみを押す

と， V/W(電圧と電力)表示に戻ります。 

 
V

W

V

 

Voltage
 

Current

 

W

A

 

  W/A(電力と電流)表示でも，電圧つまみを回すことにより

設定電圧を変更することができます。 

 V/W(電圧と電力)表示でも，電流つまみを回すことにより

設定電流を変更することができます。 

終了 PWR DSPL キーを押すと PWR DSPL キーが

消灯して，通常の V/A(電圧と電流)表示とな

ります。 

PWR DSPL
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パネルロック 

概要 パネルロック機能は，意図しないパネル設定の変更を防ぐ

機能です。パネルロック中は，Lock/Local キーが点灯して

Lock/Local キーと Output キー以外の全てのキーとつまみが

無効になります。 

パネルロック中でも， Output キーにより出力を OFF する

ことができます。出力 ON については有効または無効をパ

ネルロック設定(F-19)により選択することができます。初期

設定では，出力 ON 設定は無効です。 

本製品が USB/LAN 経由でリモート制御されているときは，

自動的にパネルロックされます。 

パネルロックを 

有効にする 

Lock/Local キーを押します。Lock/Local キー

が点灯してパネルロックの状態になります。 

Lock/Local

 

パネルロックを 

無効にする 

Lock/Local キーを約 3 秒間押し続けます。

Lock/Local キーが消灯してパネルロックが解

除されます。 

Lock/Local
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並列運転と直列運転 

ここでは，並列運転または直列運転に必要な基本操作について説明します。CM

シリーズを並列運転すると，より多くの電流を流すことができます。また，直

列運転すると，より高い電圧を出力することができます。 

並列または直列に接続できる機器は並列では 3 台まで，直列では 2 台まで(ただ

し 250 V / 800 V モデルは直列接続できません)， それぞれ同一機種同士のみを

接続できます。 

本製品を並列または直列運転で使用する場合，各機器をマスタ･スレーブ構成で

使用してください。マスタ･スレーブ構成では，マスタ機が全スレーブ機を制御

します。オプションの直列運転ケーブルまたは並列運転ケーブルを使用するこ

とにより，容易にマスタ･スレーブを構成することができます。 

 

並列運転の概要 

説明 本製品は同一機種を 3 台まで並列接続できます。 

制約事項 表示 

 マスタ機だけが電圧・電流を表示します。 

 OVP・OCP・OHP 

 マスタ機で OVP・OCP 機能が動作すると，マスタ機

がスレーブ機をシャットダウンすることができま

す。 

 OVP 値・OCP 値は，マスタ機の OVP 値・OCP 値で

決まり，スレーブ機の OVP 値・OCP 値は無視されま

す。 

 OVP・OCP・OHP 機能の動作およびアラームはマス

タ機と各スレーブ機で独立して動作します。ただし, 

ある機器が電源 OFF または出力 OFF すると,他の機

器も連動して電源 OFF または出力 OFF します。 

 モニタ信号 

 電圧モニタ(VMON)および電流モニタ(IMON)はマス

タ機の信号のみで使用できます。 

 電流モニタ(IMON)信号は，並列接続された機器の全

ての合計電流を出力します。 
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 リモートセンシング機能 

 詳細は30ページの”リモートセンシング機能”を参照

してください。 

 外部電圧･外部抵抗による出力電圧･電流設定 

 マスタ機のみへ入力することにより制御が可能で

す。 

 並列接続では，電流のフルスケール(単体の最大出力

電流値×並列接続台数)が外部電圧･外部抵抗の最大

値に対応します。 

 内部抵抗 

 2 台並列接続の場合は，設定値の 1/2 の値が実際の内

部抵抗値になります。 

 3 台並列接続の場合は，設定値の 1/3 の値が実際の内

部抵抗値になります。 

 ブリーダ回路 

 ブリーダ回路制御の設定は，マスタ機に対してのみ

行います。並列接続時には，全てのスレーブ機のブ

リーダ回路が無効になります。 

 

出力電圧/出力電流

電流 

機種名 単体 2 台並列接続 3 台並列接続 

 CM30-36 30 V 30 V 30 V 

  36 A 72 A 108 A 

 CM80-13R5 80 V 80 V 80 V 

  13.5 A 27 A 40.5 A 

 CM160-7R2 160 V 160 V 160 V 

  7.2 A 14.4 A 21.6 A 

 CM250-4R5 250 V 250 V 250 V 

  4.5 A 9 A 13.5 A 

 CM800-1R44 800 V 800 V 800 V 

  1.44 A 2.88 A 4.32 A 

 CM30-72 30 V 30 V 30 V 

  72 A 144 A 216 A 

 CM80-27 80 V 80 V 80 V 

  27 A 54 A 81 A 

 CM160-14R4 160 V 160 V 160 V 

  14.4 A 28.8 A 43.2 A 
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 CM250-9 250 V 250 V 250 V 

  9 A 18 A 27 A 

 CM800-2R88 800 V 800 V 800 V 

  2.88 A 5.76 A 8.64 A 

 CM30-108 30 V 30 V 30 V 

  108 A 216 A 324 A 

 CM80-40R5 80 V 80 V 80 V 

  40.5 A 81 A 121.5 A 

 CM160-21R6 160 V 160 V 160 V 

  21.6 A 43.2 A 64.8 A 

 CM250-13R5 250 V 250 V 250 V 

  13.5 A 27 A 40.5 A 

 CM800-4R32 800 V 800 V 800 V 

  4.32 A 8.64 A 12.96 A 
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並列運転の接続 

マスタ・スレーブ

コネクタ 

CONTROL I/O コネクタを使用します。コネクタの結線方

法によってマスタ機･スレーブ機の動作が決まります。コ

ネクタのピン割りあてについては，100ページを参照して

ください。 

CONTROL I/O 

コネクタ接続 
本製品を並列運転するには，マスタ機とスレーブ機の

CONTROL I/O コネクタを次の図のように接続してくだ

さい。 

注意 ケーブルを自作する場合は，本製品の出力電圧に対して，

必ず十分な耐圧を持つケーブルを使用してください。 

マスタ機とスレーブ機 1 台の接続: 

（2 台並列運転ケーブル 10YTP0000007Z（オプション）相当） 

16 1616 16

 

マスタ        スレーブ 1 

11 IMON 1 CURRENT SHARE

21 OUTPUT ON STATUS 24 OUT ON/OFF CONT

20 ALM STATUS 12 SHUTDOWN

17 STATUS COM 17 STATUS COM

15 FEEDBACK 15 FEEDBACK

13 CURRENT SUM 1 3 CURRENT SUM OUT

12 SHUTDOWN 20 ALM STATUS

2 D COM

16 A COM 16 A COM
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マスタ機とスレーブ機 2 台の接続:  

（3 台並列運転ケーブル 10YTP0000008Z（オプション）相当） 

 

16 161616 1616

 

マスタ        スレーブ 1      スレーブ 2 

11 IMON 1 CURRENT SHARE 1 CURRENT SHARE

21 OUTPUT ON STATUS 24 OUT ON/OFF CONT 24 OUT ON/OFF CONT

20 ALM STATUS 12 SHUTDOWN 12 SHUTDOWN

17 STATUS COM 17 STATUS COM 17 STATUS COM

15 FEEDBACK 15 FEEDBACK 15 FEEDBACK

14 CURRENT SUM 2 3 CURRENT SUM OUT

13 CURRENT SUM 1 3 CURRENT SUM OUT

12 SHUTDOWN 20 ALM STATUS 20 ALM STATUS

2 D COM

16 A COM 16 A COM 16 A COM
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並列運転の接続 

(3 台並列時の例) 

-

+

Load

Master 

unit

Slave 

unit 2

Slave 

unit 1
 

手順 1. 本製品の電源を全てOFFにしてくだ

さい。 

 

 2. 出力端子カバーと CONTROL I/O コ

ネクタ保護カバーを取り外します。 

45,51ページ 

 3. マスタ機とスレーブ機の CONTROL 

I/O コネクタを前述のように接続し

ます。 

 

 4. マスタ機とスレーブ機の出力を上図

のように接続します。 

 

 5. 出力端子カバーを再び装着します。 45,51ページ 

注意 並列接続時，出力端子の負極とシャシ端子

を接続してください。 

出力端子の正極とシャシ端子の接続は，オ

プションの並列運転ケーブルの耐電圧を超

えるため，危険ですので行わないでくださ

い。 

 

メモ 負荷ケーブルは，出力電流に対して十分な

電流容量があるものを必ず使用してくださ

い。 

42ページ 

並列接続を終了して単体にて使用するとき

は，CONTROL I/O コネクタ保護カバーを装

着してください。 

 

 

マスタ 

スレーブ 

  1 

スレーブ 

  2 

 

マス

タ 

負荷 
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並列運転の操作  

マスタ・スレーブ 

設定 

並列運転で使用する前に，マスタ機･スレーブ機をそれぞれ

設定する必要があります。 

手順 1. マスタ機･スレーブ機それぞれについ

て，Function キーを押しながら電源を

ON します。(表示器に表示が出るまで

Function キーを押し続けてください。) 

電源投入時設定モードになります。 
 

 2. 電源投入時設定にて，F-93(マスタ･ス

レーブ設定）をそれぞれの機器に対し

て設定します。 

98ページ 

  マスタ･スレーブ設定 F-93 

  マスタ機の設定 (スレーブ機 1 台) 1 

  マスタ機の設定 (スレーブ機 2 台) 2 

  スレーブ機の設定 3 

 3. 設定後に各機器の電源を OFF します。  

 4. 各機器の電源を ON します。  

 5. マスタ機の OVP･OCP を設定します。 58ページ 

メモ マスタ機･スレーブ機ともに，Function キーを押して F-93

を表示させることにより，設定を確認することができます。 

マスタ機のみ OVP･OCP設定値が過電圧･過電流保護に適用

され，スレーブ機の OVP･OCP 値は無視されます。 

OVP･OCP･OHP 機能の動作およびアラームはマスタ機と各

スレーブ機で独立して動作します。ただし, ある機器が電源

OFF または出力 OFF すると,他のユニットも連動して電源

OFF または出力 OFF します。 

マスタ・スレーブ 

操作 

各機器が正しく設定されている場合のみ，並列運転を行う

ことができます。 

 1. マスタ機とスレーブ機の電源を ON します。スレー

ブ機はブランク表示になります。  
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  マスタ機 

 

スレーブ機 

 

 2. スレーブ機はマスタ機からコントロ

ールされます。マスタ機の操作方法は

単体の場合と同じです。基本操作の章

を参照してください。 

58ページ 

 3. マスタ機の Output キーを押すと出力

されます。 

Output

 

注意 並列接続できるのは，同一機種のみ，3 台までです。 

メモ スレーブ機は，Output キーも含めて無効になりパネル操作

ができません。ただし，Function キーのみは設定の確認のた

めに操作することができます。 
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直列運転の概要 

説明 本製品は同一機種を 2 台まで直列接続できます。(ただし，

250 V / 800 V モデルは直列接続できません。) 

制約事項 表示 

 電流はマスタ機のみが表示します。 

 電圧はマスタ機とスレーブ機どちらも表示します。

マスタ機とスレーブ機それぞれの電圧値を足したも

のが出力の合計電圧になります。 

 OVP･OCP･OHP 

 マスタ機で OVP･OCP 機能が動作すると，マスタ機

がスレーブ機をシャットダウンすることができま

す。 

 OVP 値･OCP 値は，マスタ機の OVP 値･OCP 値で決

まります。スレーブ機の OVP 値･OCP 値は，無視さ

れます。 

 OVP･OCP･OHP 機能の動作およびアラームはマスタ

機と各スレーブ機で独立して動作します。ただし, あ

る機器が電源 OFF または出力 OFF すると,他の機器

も連動して電源 OFF または出力 OFF します。 

 モニタ信号 

 電圧モニタ(V-MON)，および電流モニタ(I-MON)はマ

スタ機の信号のみで使用することができます。 

 電圧モニタ(V-MON)信号は，マスタ機の出力電圧を

出力します。 

 リモートセンシング機能 

 詳細は30ページの“リモートセンシング機能”を参照

してください。 

 外部電圧･外部抵抗による出力電圧･電流設定 

 外部電圧･外部抵抗による出力電圧･電流設定は，マ

スタ機のみへ入力することにより制御が可能です。 

 直列接続では，電圧のフルスケール(単体の最大出力

電圧値×直列接続台数)が外部電圧･外部抵抗の最大

値に対応します。 
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 スルーレート 

 設定値の 2倍の値が実際のスルーレートになります。

例えば，設定値が 60.00 V/s のときに実際は 120 V/s

のスルーレートになります。 

 内部抵抗 

 設定値の 2 倍の値が実際の内部抵抗値になります。 

 ブリーダ回路 

 ブリーダ回路制御の設定は，マスタ機に対してのみ

行います。直列接続時には，全てのスレーブ機のブ

リーダ回路が有効になります。 

注意 250 V / 800 V モデルは直列接続できません。 

出力電圧/出力電流 機種名 単体 2 台直列接続 

CM30-36 30 V 60 V 

 36 A 36 A 

CM80-13R5 80 V 160 V 

 13.5 A 13.5 A 

CM160-7R2 160 V 320 V 

 7.2 A 7.2 A 

CM30-72 30 V 60 V 

 72 A 72 A 

CM80-27 80 V 160 V 

 27 A 27 A 

CM160-14R4 160 V 320 V 

 14.4 A 14.4 A 

CM30-108 30 V 60 V 

 108 A 108 A 

CM80-40R5 80 V 160 V 

 40.5 A 40.5 A 

CM160-21R6 160 V 320 V 

 21.6 A 21.6 A 

  

 

 



CM シリーズ 取扱説明書 

78 

直列運転の接続 

マスタ・スレーブ 

コネクタ 

CONTROL I/O コネクタを使用します。コネクタの結線方法

によってマスタ機･スレーブ機の動作が決まります。コネク

タのピン割り当てについては，100ページを参照してくださ

い。 

CONTROL I/O 

コネクタ接続 
本製品を直列運転するには，マスタ機とスレーブ機の

CONTROL I/O コネクタを次の図のように接続します。 

注意 ケーブルを自作する場合は，本製品の出力電圧に対して，必

ず十分な耐圧を持つケーブルを使用してください。 

 マスタ機とスレーブ機 1 台の接続: 

（2 台直列運転ケーブル 10YTPA0012254（オプション）相当） 

 

 

マスタ          スレーブ 1 

16 A COM 25 SER SLV IN

21 OUTPUT ON STATUS 24 OUT ON/OFF CONT

20 ALM STATUS 12 SHUTDOWN

17 STATUS COM 2 D COM

12 SHUTDOWN 20 ALM STATUS

2 D COM 17 STATUS COM

  

直列運転の接続 

Master unit
Load

+-

Slave unit

 

手順 1. 本製品の電源を全て OFF にしてくだ

さい。 

 

 2. 出力端子カバーと CONTROL I/O コネ

クタ保護カバーを取り外します。 

45,51ページ 

スレーブ 1 マスタ 

 
  

負荷 
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 3. マスタ機とスレーブ機の CONTROL 

I/O コネクタを前述のように接続しま

す。 

 

 4. マスタ機とスレーブ機の出力を前述

のように接続します。 

 

 5. 出力端子カバーを装着します。 45,51ページ 

メモ 負荷ケーブルには，出力電流に対して十分な

電流容量があるものを必ず使用してくださ

い。 

42ページ 

 電源の立ち上がり時や片方の電源が遮断した

場合などに逆電圧が印加されることを防ぐた

めに，各機器の出力端子間にダイオードを接

続してください。各ダイオードは電源の出力

電圧以上の耐電圧，出力電流以上の順方向電

流定格のもので，電流を瞬時に流せるものを

選定してください。 

 

 

 直列接続を終了して単体にて使用するとき

は，CONTROL I/O コネクタ保護カバーを装着

してください。 
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直列運転の操作 

マスタ・スレーブ 

設定 

直列運転で使用する前に，マスタ機･スレーブ機をそれぞれ

設定する必要があります。 

手順 1. マスタ機･スレーブ機それぞれについ

て，Function キーを押しながら電源を

ON します。(表示器に表示が出るまで

Function キーを押し続けてください。) 

電源投入時の設定モードになります。 
 

 2. 電源投入時設定にて，F-93(マスタ･ス

レーブ設定）をそれぞれの機器に対し

て設定します。 

98ページ 

  マスタ･スレーブ設定 F-93 

  マスタ機の設定 0 

  スレーブ機の設定 4 

 3. 設定後に各機器の電源を OFF します。  

 4. 各機器の電源を ON します。  

 5. マスタ機の OVP･OCP を設定します。 58ページ 

メモ マスタ機･スレーブ機ともに，Function キーを押して F-93

を表示させることにより，設定を確認することができます。 

マスタ機のみOVP･OCP設定値が過電圧･過電流保護に適用

されます。スレーブ機の OVP･OCP 値は無視されます。 

OVP･OCP･OHP 機能の動作およびアラームはマスタ機と各

スレーブ機で独立して動作します。ただし, ある機器が電源

OFF または出力 OFF すると,他のユニットも連動して電源

OFF または出力 OFF します。 

マスタ・スレーブ 

操作 

各ユニットが正しく設定されている場合のみ，直列運転を

行うことができます。 

 1. マスタ機とスレーブ機の電源をオンにします。スレ

ーブ機は電圧のみを表示します。 
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  マスタ機 

 

スレーブ機 

 

 2. スレーブ機はマスタ機からコントロ

ールされます。マスタ機の操作方法

は，単体の場合と同じです。基本操作

の章を参照してください。 

58ページ 

 3. マスタ機の Output キーを押すと出力

されます。 

Output

 

注意 直列接続できるのは，同一機種のみで 2 台までです。 

250 V / 800 V モデルは直列接続できません。 

メモ スレーブ機のパネル操作は，Output キーも含めて無効にな

り，操作できません。ただし，Function キーのみ設定の確認

のために操作することができます。 
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各種設定 

 

 

本製品の設定は，ノーマル機能設定，USB/GPIB 設定，LAN(Ethemet)設定，シ

ステム設定，電源投入時設定，校正設定の大きく 6 種類に分けられます。 

電源投入時設定は他の設定と異なり，Function キーを押しながら電源スイッチ

を ON した時に設定できる機能です。これは，重要な設定パラメタが不注意で

変更されるのを防ぐためです。 

また，バージョン表示など設定が出来ず，表示のみの項目があります。 

電源投入時設定は F-90～F-95，その他の設定は F-00～F-61，F-88，F-89 の設定

番号が割り当てられています。 
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ノーマル機能設定 ..................................................................................... 88 
USB/GPIB 設定 ........................................................................................ 92 
LAN(Ethernet)設定 ................................................................................... 92 
システム設定 ............................................................................................ 94 
電源投入時設定 ........................................................................................ 95 
各種設定を行う (電源投入時設定以外) .................................................... 97 
電源投入時設定を行う ............................................................................. 98 
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設定項目一覧 

システム設定を行う際は，下記の一覧表を参照してください。 

ノーマル機能設定 設定番号 設定範囲 

出力 ON 遅延時間 F-01 0.00 s~99.99 s  

出力 OFF 遅延時間 F-02 0.00 s~99.99 s 

V-I モード 

スルーレート選択 
F-03 

0 = CV 高速優先 

1 = CC 高速優先 

2 = CV スルーレート優先 

3 = CC スルーレート優先 

上昇電圧スルーレート F-04 

0.01 V/s～60.00 V/s (30 V モデル) 

0.1 V/s～160.0 V/s (80 V モデル) 

0.1 V/s～320.0 V/s (160 V モデル) 

0.1 V/s～500.0 V/s (250 V モデル) 

1 V/s～1600 V/s (800 V モデル) 

下降電圧スルーレート F-05 

0.01 V/s～60.00 V/s (30 V モデル) 

0.1 V/s～160.0 V/s (80 V モデル) 

0.1 V/s～320.0 V/s (160 V モデル) 

0.1 V/s～500.0 V/s (250 V モデル) 

1 V/s～1600 V/s (800 V モデル) 

上昇電流スルーレート F-06 

0.01 A/s～72.00 A/s (CM30-36) 

0.1 A/s～144.0 A/s (CM30-72) 

0.1 A/s～216.0 A/s (CM30-108) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM80-13R5) 

0.01 A/s～54.00 A/s (CM80-27) 

0.01 A/s～81.00 A/s (CM80-40R5) 

0.01 A/s～14.40 A/s (CM160-7R2) 

0.01 A/s～28.80 A/s (CM160-14R4) 

0.01 A/s～43.20 A/s (CM160-21R6) 

0.001 A/s～9.000 A/s (CM250-4R5) 

0.01 A/s～18.00 A/s (CM250-9) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM250-13R5) 

0.001 A/s～2.880 A/s (CM800-1R44) 

0.001 A/s～5.760 A/s (CM800-2R88) 

0.001 A/s～8.640 A/s (CM800-4R32) 
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下降電流スルーレート F-07 

0.01 A/s～72.00 A/s (CM30-36) 

0.1 A/s～144.0 A/s (CM30-72) 

0.1 A/s～216.0 A/s (CM30-108) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM80-13R5) 

0.01 A/s～54.00 A/s (CM80-27) 

0.01 A/s～81.00 A/s (CM80-40R5) 

0.01 A/s～14.40 A/s (CM160-7R2) 

0.01 A/s～28.80 A/s (CM160-14R4) 

0.01 A/s～43.20 A/s (CM160-21R6) 

0.001 A/s～9.000 A/s (CM250-4R5) 

0.01 A/s～18.00 A/s (CM250-9) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM250-13R5) 

0.001 A/s～2.880 A/s (CM800-1R44) 

0.001 A/s～5.760 A/s (CM800-2R88) 

0.001 A/s～8.640 A/s (CM800-4R32) 

内部抵抗設定 F-08 

0.000 Ω～0.833 Ω (CM30-36) 

0.000 Ω～0.417 Ω (CM30-72) 

0.000 Ω～0.278 Ω (CM30-108) 

0.000 Ω～5.926 Ω (CM80-13R5) 

0.000 Ω～2.963 Ω (CM80-27) 

0.000 Ω～1.975 Ω (CM80-40R5) 

0.000 Ω～22.22 Ω (CM160-7R2) 

0.000 Ω～11.11 Ω (CM160-14R4) 

0.000 Ω～7.407 Ω (CM160-21R6) 

0.00 Ω～55.55 Ω (CM250-4R5) 

0.00 Ω～27.77 Ω (CM250-9) 

0.00 Ω～18.51 Ω (CM250-13R5) 

0.0 Ω～555.5 Ω (CM800-1R44) 

0.0 Ω～277.8 Ω (CM800-2R88) 

0.0 Ω～185.1 Ω (CM800-4R32) 

ブリーダ回路制御 F-09 0 = OFF, 1 = ON, 2 = AUTO 

ブザーON/OFF 制御 F-10 0 = OFF, 1 = ON 

アベレージ設定 F-17 0 = Low , 1 = Middle, 2 = High 

パネルロック設定 F-19 
0 = 出力 OFF のみ有効 

1 = 出力 ON/OFF が有効 

USB/GPIB 設定 

フロントパネル USB 認識* F-20 0 = なし, 1 = Mass Storage 

リアパネル USB 認識* F-21 

0 = なし 

2 = USB-CDC,  

3 = GPIB-USB アダプタ 
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リアパネル USB 設定 F-22 

0 = 無効 

1 = GPIB アダプタ,  

2 = USB 1.1/2.0 自動認識 

3 = USB 1.1 固定 

GPIB アドレス F-23 0~30 

LAN(Ethemet)設定 

MAC アドレス-1* F-30 0x00～0xFF 

MAC アドレス-2* F-31 0x00～0xFF 

MAC アドレス-3* F-32 0x00～0xFF 

MAC アドレス-4* F-33 0x00～0xFF 

MAC アドレス-5* F-34 0x00～0xFF 

MAC アドレス-6* F-35 0x00～0xFF 

LAN F-36 0 = 無効, 1 = 有効 

DHCP F-37 0 = 無効, 1 = 有効 

IP アドレス-1 F-39 0～255 

IP アドレス-2 F-40 0～255 

IP アドレス-3 F-41 0～255 

IP アドレス-4 F-42 0～255 

サブネットマスク-1 F-43 0～255 

サブネットマスク-2 F-44 0～255 

サブネットマスク-3 F-45 0～255 

サブネットマスク-4 F-46 0～255 

ゲートウェイ-1 F-47 0～255 

ゲートウェイ-2 F-48 0～255 

ゲートウェイ-3 F-49 0～255 

ゲートウェイ-4 F-50 0～255 

DNS アドレス -1 F-51 0～255 

DNS アドレス -2 F-52 0～255 

DNS アドレス -3 F-53 0～255 

DNS アドレス -4 F-54 0～255 

ソケット有効 F-57 0 = 無効, 1 = 有効 

Web サーバ有効 F-59 0 = 無効, 1 = 有効 

Web パスワード有効 F-60 0 = 無効, 1 = 有効 

Web パスワード F-61 0000～9999 

システム設定 

初期設定(工場出荷時設定) F-88 
0 = 無効 

1 = 初期設定(工場出荷時設定)にする 
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バージョン表示* F-89 

0, 1 = ファームウェア バージョン 

2, 3 = ファームウェア 作成年 

4, 5 = ファームウェア 作成月,日 

6, 7 = キーボード CPLD バージョン 

8, 9 = 外部制御入出力 CPLDバージョン 

A, B = (予約分) 

C, D = カーネル 作成年 

E, F = カーネル 作成月,日 

電源投入時設定** 

電圧(CV)設定 F-90 

0 = パネル制御 

1 = 外部電圧制御 

2 = 外部抵抗制御-1 

(Ext-R  10 kΩ = Vo-max) 

3 = 外部抵抗制御-2 

(Ext-R 10 kΩ = Vo-min (0 V)) 

電流(CC)設定 F-91 

0 = パネル制御 

1 = 外部電圧制御 

2 = 外部抵抗制御-1 

(Ext-R  10 kΩ = Io-max) 

3 = 外部抵抗制御-2 

(Ext-R 10 kΩ=Iomin(0 A)) 

電源 ON 時の出力設定 F-92 0 = OFF, 1 = ON (電源 ON 時) 

マスタ・スレーブ設定 F-93 

0 = マスタ (単体動作または直列時) 

1 = マスタ (並列時，スレーブ 1 台) 

2 = マスタ (並列時，スレーブ 2 台) 

3 = スレーブ (並列時) 

4 = スレーブ (直列時) 

出力 ON 論理設定 F-94 
0 = アクティブハイ 

1 = アクティブロー 

電源スイッチトリップ F-95 0 = 有効 , 1 = 無効  

校正設定 

校正 F-00 メンテナンス用 

メモ 
*印の項目は表示のみ可能です。(設定はできません) 

**印の項目(電源投入時設定)は，Function キーを押しながら

電源を ON した時のみ設定可能です。 
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ノーマル機能設定 

出力 ON 

遅延時間 

出力 ON 操作したときに，実際に出力

を開始するまでの時間を指定時間遅

らせます。遅延時間設定が 0 以外の場

合は DLY 表示が点灯します。 

遅延時間は 0 s から設定できますが，

設定値と実際の遅れ時間が一致する

のは約 30 ms 以上に設定した場合で

す。 

DLY

 

 F-01 0.00 s～99.99 s 

メモ 
外部信号による出力 ON/OFF 制御，

および外部電圧･外部抵抗による電

圧･電流設定を選択している場合は，

この機能が無効になります。 

 

出力 OFF 

遅延時間 

出力 OFF 操作したときに，実際に出

力が停止するまでの時間を指定時間

遅らせます。遅延時間設定が 0 以外の

場合は DLY 表示が点灯します。 

遅延時間は 0 s から設定できますが，

設定値と実際の遅れ時間が一致する

のは約 50 ms 以上に設定した場合で

す。 

DLY

 

 F-02 0.00 s～99.99 s 

メモ 
外部信号による出力 ON/OFF 制御，

および外部電圧･外部抵抗による電

圧･電流設定を選択している場合は，

この機能が無効になります。 
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V-I モード 

スルーレート 

選択 

定電圧(CV)モードまたは定電流(CC)モードに対して，CV･

CC 高速優先またはスルーレート優先を選択します。電圧･

電流のスルーレートは，CV･CC スルーレート優先を選択し

ている場合にのみ設定できます。 

CV スルーレート優先になっているときは VSR 表示が，CC

スルーレート優先になっているときは ISR 表示が，それぞ

れ点灯します。 

CCスルーレート優先 CVスルーレート優先

 

 F-03 0 = CV 高速優先 

1 = CC 高速優先 

2 = CV スルーレート優先 

3 = CC スルーレート優先 

上昇電圧 

スルーレート 

上昇電圧スルーレートを設定します。V-I モードを CV スル

ーレート優先に設定している場合にのみ有効です。 

 F-04 0.01 V/s～60.00 V/s (30 V モデル) 

0.1 V/s～160.0 V/s (80 V モデル) 

0.1 V/s～320.0 V/s (160 V モデル) 

0.1 V/s～500.0 V/s (250 V モデル) 

1 V/s～1600 V/s (800 V モデル) 

メモ 
外部電圧･外部抵抗によって電圧・電流を設定する場合は，

この機能が無効になります。 

下降電圧 

スルーレート 

下降電圧スルーレートを設定します。V-I モードを CV スル

ーレート優先に設定している場合にのみ有効です。 

 F-05  0.01 V/s～60.00 V/s (30 V モデル) 

0.1 V/s～160.0 V/s (80 V モデル) 

0.1 V/s～320 V/s (160 V モデル) 

0.1 V/s～500 V/s (250 V モデル) 

1 V/s～1600 V/s (800 V モデル) 

メモ 
外部電圧･外部抵抗によって電圧・電流を設定する場合は，

この機能が無効になります。 
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上昇電流 

スルーレート 

上昇電流スルーレートを設定します。V-I モードを CC スル

ーレート優先に設定している場合にのみ有効です。 

 F-06 0.01 A/s～72.00 A/s (CM30-36) 

0.1 A/s～144.0 A/s (CM30-72) 

0.1 A/s～216.0 A/s (CM30-108) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM80-13R5) 

0.01 A/s～54.00 A/s (CM80-27) 

0.01 A/s～81.00 A/s (CM80-40R5) 

0.01 A/s～14.40 A/s (CM160-7R2) 

0.01 A/s～28.80 A/s (CM160-14R4) 

0.01 A/s～43.20 A/s (CM160-21R6) 

0.001 A/s～9.000 A/s (CM250-4R5) 

0.01 A/s～18.00 A/s (CM250-9) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM250-13R5) 

0.001 A/s～2.880 A/s (CM800-1R44) 

0.001 A/s～5.760 A/s (CM800-2R88) 

0.001 A/s～8.640 A/s (CM800-4R32) 

メモ 
外部電圧･外部抵抗によって電圧・電流を設定する場合は，

この機能が無効になります。 

下降電流 

スルーレート 

下降電流スルーレートを設定します。V-I モードを CC スル

ーレート優先に設定している場合にのみ有効です。 

 F-07 0.01 A/s～72.00 A/s (CM30-36) 

0.1 A/s～144.0 A/s (CM30-72) 

0.1 A/s～216.0 A/s (CM30-108) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM80-13R5) 

0.01 A/s～54.00 A/s (CM80-27) 

0.01 A/s～81.00 A/s (CM80-40R5) 

0.01 A/s～14.40 A/s (CM160-7R2) 

0.01 A/s～28.80 A/s (CM160-14R4) 

0.01 A/s～43.20 A/s (CM160-21R6) 

0.001 A/s～9.000 A/s (CM250-4R5) 

0.01 A/s～18.00 A/s (CM250-9) 

0.01 A/s～27.00 A/s (CM250-13R5) 

0.001 A/s～2.880 A/s (CM800-1R44) 

0.001 A/s～5.760 A/s (CM800-2R88) 

0.001 A/s～8.640 A/s (CM800-4R32) 

メモ 
外部電圧･外部抵抗によって電圧・電流を設定する場合は，

この機能が無効になります。 
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内部抵抗設定 本製品の内部抵抗値を設定します。 

F-08 0.000 Ω～0.833 Ω (CM30-36) 

0.000 Ω～0.417 Ω (CM30-72) 

0.000 Ω～0.278 Ω (CM30-108) 

0.000 Ω～5.926 Ω (CM80-13R5) 

0.000 Ω～2.963 Ω (CM80-27) 

0.000 Ω～1.975 Ω (CM80-40R5) 

0.000 Ω～22.22 Ω (CM160-7R2) 

0.000 Ω～11.11 Ω (CM160-14R4) 

0.000 Ω～7.407 Ω (CM160-21R6) 

0.00 Ω～55.55 Ω (CM250-4R5) 

0.00 Ω～27.77 Ω (CM250-9) 

0.00 Ω～18.51 Ω (CM250-13R5) 

0.0 Ω～555.5 Ω (CM800-1R44) 

0.0 Ω～277.8 Ω (CM800-2R88) 

0.0 Ω～185.1 Ω (CM800-4R32) 

ブリーダ回路制御 ブリーダ回路の ON/OFF/AUTO を設定します。 

ブリーダ回路は，出力 OFF または電源スイッチ OFF 後に出

力部のコンデンサの電荷を放電して出力端子を安全な電圧

まで低下させるものです。初期設定では ON に設定されて

います。詳細は26ページ”ブリーダ回路”を参照してくだ

さい。 

 F-09 0 = OFF, 1 = ON，2 = AUTO 

ブザー 

ON/OFF 制御 

ブザー音の ON/OFF を設定します。 

ブザーは，キー入力音とアラーム音に関連付けられていま

すので，ブザーを OFF に設定するとキー操作時やアラーム

発生時にも音が鳴らなくなります。 

F-10 0 = OFF, 1 = ON 

アベレージ設定 計測値のアベレージレベルを設定します。初期設定では

Low に設定されています。 

F-17 0 = Low , 1 = Middle, 2 = High  

パネルロック設定 Lock/Local キーを押したときのパネルロック機能を設定し

ます。 

F-19 0 = 出力 OFF 操作のみ有効です。 

1 = 出力 ON および OFF 操作が有効で

す。 
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USB/GPIB 設定 

フロントパネル 

USB 状態表示 

フロントパネルにあるUSB-Aポートの状態を表示していま

す。この内容を変更することはできません。 

F-20 0 = 未使用, 1 = Mass Storage 

リアパネル 

USB 状態表示 

リアパネルにある USB-B ポートの状態を表示しています。

この内容を変更することはできません。 

F-21 0 = 未使用, 2 = USB-CDC 

3 = GPIB アダプタ 

リアパネル 

USB モード設定 

リアパネルにある USB-B ポートのモード設定をします。 

F-22 0 = 無効 

1 = GPIB アダプタ(10YTPA0011864) 

2 = USB 1.1/2.0 自動認識 

3 = USB 1.1 固定 

GPIB アドレス GPIB アドレスを設定します。 

 F-23 0～30 

LAN(Ethernet)設定 

MAC アドレス 

1～6 

MAC アドレス 1～6 を表示します。この設定の内容を変更

することはできません。 

 F-30～F-35 0x00～0xFF 

LAN イーサネットの有効･無効を設定します。 

 F-36 0 = 無効, 1 = 有効 

DHCP DHCP の有効･無効を設定します。 

 F-37 0 = 無効, 1 = 有効 

IP アドレス 1～4 IP アドレスを設定します。IP アドレスの 4 つのセクション

が，IP アドレス 1～4 に分かれています。 

(F-39 : F-40 : F-41 : F-42) 

(0～255 : 0～255 : 0～255 : 0～255) 

サブネット 

マスク 1～4 

サブネットマスクを設定します。サブネットマスクの 4 つ

のセクションが，サブネットマスク 1～4に分かれています。 

(F-43 : F-44 : F-45: F-46) 

(0～255 : 0～255 : 0～255 : 0～255) 
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ゲートウェイ 

1～4 

ゲートウェイアドレスを設定します。ゲートウェイアドレ

スの 4 つのセクションが，ゲートウェイ 1～4 に分かれてい

ます。 

(F-47 : F-48 : F-49 : F-50) 

(0～255 : 0～255 : 0～255 : 0～255) 

DNS アドレス 

1～4 

DNS アドレスを設定します。DNS アドレスの 4 つのセクシ

ョンが，DNS アドレス 1～4 に分かれています。 

(F-51 : F-52 : F-53 : F-54) 

(0～255 : 0～255 : 0～255 : 0～255) 

ソケット有効 WebSocket 接続の有効･無効を設定します。 

 F-57 0 = 無効, 1 = 有効 

Web サーバ 

設定 

Web サーバによる制御の有効・無効を設定します。 

 F-59 0 = 無効, 1 = 有効 

Web パスワード 

有効 

Web パスワードの有効･無効を設定します。 

 F-60 0 = 無効, 1 = 有効 

Web パスワード Web パスワードを設定します。 

 F-61 0000～9999 
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システム設定 

初期設定 

(工場出荷時設定) 

本製品を初期設定(工場出荷時設定)にします。 

初期設定(工場出荷時設定)の内容は，134ページ“初期設定一

覧”を参照してください。 

 F-88 0 = 無効 (最後に電源を OFF したとき

の直前の設定になります。) 

1 = 初期設定(工場出荷時設定)にしま

す。 

バージョン表示 システムプログラムのバージョン番号，作成日，デバイス

のバージョン，カーネル 作成日などを表示します。この内

容を変更することはできません。 

 F-89 0, 1 = ファームウェア バージョン 

2, 3 = ファームウェア 作成年 

4, 5 = ファームウェア 作成月,日 

6, 7 = キーボード CPLD バージョン 

8, 9 = 外部制御入出力 CPLD バージョン 

A, B = (予約分) 

C, D = カーネル 作成年 

E, F = カーネル 作成月,日 
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電源投入時設定 

電圧(CV)設定 定電圧(CV)モードの電圧設定を，パネル制御，外部電圧制

御，外部抵抗制御(2 種類)から選択します。 

外部電圧による設定は102ページ“外部電圧による出力電圧

設定”を，外部抵抗による設定は106ページ“外部抵抗による

出力電圧設定”を参照してください。 

 

F-90 0 = パネル制御 

1 = 外部電圧制御 

2 = 外部抵抗制御 

(Ext-R  10 kΩ = Vo-max) 

3 = 外部抵抗制御 

(Ext-R 10 kΩ = 0 V) 

電流(CC)設定 定電流(CC)モードの電流設定を，パネル制御，外部電圧制

御，外部抵抗制御(2 種類)から選択します。 

外部電圧による設定は104ページ“外部電圧による出力電流

設定”を，外部抵抗による設定は108ページ“外部抵抗による

出力電流設定”を参照してください。 

 

F-91 0 = パネル制御 

1 = 外部電圧制御 

2 = 外部抵抗制御 

(Ext-R  10 kΩ = Io-max) 

3 = 外部抵抗制御 

(Ext-R 10 kΩ = 0 A) 

電源 ON 時の 

出力設定 

電源スイッチを ON したときの，出力の状態(ON または

OFF)を設定します。 

初期設定では，出力 OFF にしています。 

 
F-92 0 = 出力 OFF 

1 = 出力 ON 

メモ 
出力ON設定時は，電源投入後出力可能な状態になると， 自

動的に出力 ON しますので，ご使用状況を十分に検討した

上で設定してください。 

 



CM シリーズ 取扱説明書 

96 

 

マスタ・スレーブ 

設定 

本製品をマスタ機またはスレーブ機に設定します。詳細に

ついては，68ページ“並列運転と直列運転”を参照してくだ

さい。 

 

F-93 0 = マスタ(単体動作または直列時） 

1 = マスタ(並列時，スレーブ 1 台） 

2 = マスタ(並列時，スレーブ 2 台） 

3 = スレーブ(並列時） 

4 = スレーブ(直列時） 

出力 ON 論理 

設定 

TTL 信号入力，または外部接点による出力 ON/OFF 信号の

論理レベルを設定します。詳細については，110ページ“外

部信号による出力 ON/OFF 制御”を参照してください。 

 アクティブハイ：2pin－24pin 間が開放にて出力 ON 

 アクティブロー：2pin－24pin 間が短絡にて出力 ON 

 
F-94 0 = アクティブハイ 

1 = アクティブロー 

電源スイッチ 

トリップ設定 

外部 TTL 信号および外部接点による電源スイッチ OFF，ま

たは各種保護機能(OVP, OCP, OHP)が働いたときの，電源ス

イッチの状態(ON または OFF)を設定します。詳細について

は，112ページ“外部接点によるシャットダウン制御”を参照

してください。 

有効(F-95=0)に設定すると，TTL 信号や外部接点を使用し

て本製品の電源スイッチを OFF にすることができます。ま

た、本製品の保護(OVP, OCP, OHP)が働いたときに電源スイ

ッチを OFF にします。 

無効(F-95=1)に設定すると外部信号による電源スイッチ

OFF はできなくなります。また，保護が働いたときは出力

を OFF にしますが電源スイッチは ON のままになります。 

初期設定では有効になっています。 

 F-95 1 = 無効, 0 = 有効 
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各種設定を行う (電源投入時設定以外) 

概要 電源投入時設定以外の各種設定は，Function キーにより設定

します。 

メモ F-20，F-21，F-30～F-35，F-89 は表示のみ可能です。設定は

できません。 

F-90～F-95 は電源投入時設定ですので，ここでは変更でき

ません。詳細は98ページを参照してください。 

手順 1. Function キーを押します。 

Function キーが点灯して各種設定を行 

うことができます。 

Function

 

2. 表示部の上段に設定番号 F-01

が，下段に F-01 の設定内容が

表示されます。 

 

 3. 電圧つまみを回して設定番号を選択

します。 
Voltage

 

  範囲 F-00～F-61, F-88, F-89 

 4. 設定する番号が表示されたら，電流つ

まみを回してパラメタを変更します。 

Current

 

 5. 電圧つまみを押すと，設定を確定して

「ConF」が表示されます。 

 

Voltage

 

メモ 電圧つまみを押して「ConF」が表示されないと設定が変更

されません。設定内容を確認した上でご使用ください。 

終了 Function キーを押します。 

各種設定表示を終了して Function キーが消灯

します。 

Function
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電源投入時設定を行う 

概要 電源投入時設定は他の設定と異なり，Function キーを押しな

がら電源スイッチを ON した時に設定できる機能です。   

これは，重要な設定パラメタが意図せず変更されるのを防

ぐためです。 

手順 1. Functionキーを押しながら電源スイッ

チを ON します。 

(表示器に表示が出るまで Function キ

ーを押し続けてください。) 

2. 表示部の上段に設定番号 F-90，下段に

F-90 の設定内容が表示されます。 

 

 

 3. 電圧つまみを回して設定番号を選択

します。 
Voltage

 

  範囲 F-90～F-95 

 4. 設定する番号が表示されたら，電流つ

まみを回してパラメタを変更します。 

Current

 

 5. 電圧つまみを押すと，設定が確定して

「ConF」が表示されます。 

 

Voltage

 

メモ 
電圧つまみを押して「ConF」が表示されないと設定が変更

されません。設定内容を確認した上でご使用ください。 

終了 電源スイッチを OFF にして，再度電源スイッチを ON にし

て再投入します。 
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外部制御･モニタ信号 

 

 
本章では，外部電圧･外部抵抗を使用した出力電圧･出力電流

の設定，外部信号による出力 OFF や電源 OFF，出力電圧･出

力電流のモニタ出力，動作モードやアラームのモニタ信号に

ついて説明します。 
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外部制御 

CONTROL I/O コネクタ 

概要 CONTROL I/O コネクタは，標準 MIL 26 ピンコネクタ

(OMRON 製 XG4 プラグ)です。このコネクタは，外部信号

による制御に使用します。 

警告 感電を防止するため，外部制御入出力機能を使用しないと

きは，CONTROL I/O コネクタ保護カバーを装着してくださ

い。 

ピン配置 1

26

25

2

 

 

ピン番号・名称 説明 

1 Current Share 並列運転するときに使用します。 

2 D COM 12，24 ピンのコモン端子です。リモートセンシング

使用時はセンス(－)端子に，ローカルセンシング時

は出力端子の負極に接続されます。 

3 CURRENT SUM OUT 並列運転時にスレーブ機の電流信号を出力します。

マスタ機の CURRENT_SUM 入力と接続します。 

4 EXT-V CV CONT 出力電圧を設定する外部電圧信号入力です。0 V～10 

V が定格電圧の 0%～100%設定値に対応します。 

5 EXT-V CC CONT 出力電流を設定する外部電圧信号入力です。0 V～10 

V が定格電流の 0%～100%設定値に対応します。 

6 EXT-R CV CONT PIN1 出力電圧を設定する外部抵抗を接続します（6-7 ピ

ン間）。0 kΩ～10 kΩ が定格電圧の 0%～100%設定値

に対応します。 7 EXT-R CV CONT PIN2 

8 EXT-R CC CONT PIN1 出力電流を設定する外部抵抗を接続します（8-9 ピ

ン間）。0 kΩ～10 kΩ が定格電流の 0%～100%設定値

に対応します。 

9 EXT-R CC CONT PIN2 

10 V-MON 出力電圧モニタ信号です。定格電圧の 0%～100%を

電圧 0～10 V で出力します。 

11 I-MON 出力電流モニタ信号です。定格電流の 0%～100%を

電圧 0～10 V で出力します。 
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12 SHUTDOWN 外部接点で短絡することにより，電源スイッチ

OFF(F-95 電源スイッチトリップ 有効時) または出

力 OFF(F-95 無効時)することができます。本端子は

10 kΩ 抵抗で+5 V にプルアップされています。 

13 CURRENT_SUM_1 並列運転時に使用します。マスタ機の合計電流信号

入力です。1 台目のスレーブ機の CURRENT SUM 

OUTPUT と接続します。 

14 CURRENT_SUM_2 並列運転時に使用します。マスタ機の合計電流信号

入力です。2 台目のスレーブ機の CURRENT SUM 

OUTPUT と接続します。 

15 FEEDBACK 並列運転用の制御信号端子です。 

並列運転時に各機器の 15 ピン同士を接続します。 

16 A COM 4，5，10，11 ピンのコモン端子です。リモートセン

シング使用時はセンス(－)端子に，ローカルセンシ

ング時は出力端子の負極に接続されます。 

17 STATUS COM 18～22 ピンのコモン端子です。本製品の内部回路か

ら絶縁されたフォトカプラ出力のエミッタ側です。 

18 CV STATUS CV モード時に ON(ローレベル)になります。(フォト

カプラのオープンコレクタ出力です。) 

19 CC STATUS CC モード時に ON(ローレベル)になります。(フォト

カプラのオープンコレクタ出力です。) 

20 ALM STATUS 保護機能(OVP，OCP)のいずれかが動作していると

き，または SHUTDOWN (12 ピン)信号が入力されて

いるときに ON(ローレベル)になります。(フォトカ

プラのオープンコレクタ出力です。) 

21 OUTPUT ON STATUS 出力 ON のときに ON(ローレベル)になります。(フ

ォトカプラのオープンコレクタ出力です。) 

22 POWER OFF STATUS 電源スイッチが OFF のときに ON(ローレベル)にな

ります。 

23 N.C. 何も接続しません。 

24 OUT ON/OFF CONT 外部接点により，出力を ON/OFF することができま

す。(F-94 出力 ON 論理設定にて論理レベルを設定し

ます。) 本端子は 10 kΩ 抵抗で+5 V にプルアップさ

れています。 

25 SER SLV IN 直列運転時に，スレーブ機の 25 ピンをマスタ機の

16 ピン(A COM)へ接続します。 

26 N.C. 何も接続しません。 
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外部電圧による出力電圧設定 

概要 外部電圧をリアパネルの CONTROL I/O コネクタへ入力す

ることにより，出力電圧を設定することができます。外部

電圧 0 V～10 V が出力電圧の 0 V～定格電圧に対応します。 

出力電圧＝定格電圧×(外部電圧／10) 

接続方法１ 外部電圧源を CONTROL I/O コネクタに接続するときは，シ

ールド線またはツイストペア線を使用してください。 

4

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

4

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

 

 4 ピン→外部電圧源(＋) 

 16 ピン→外部電圧源(－) 

 シールド線→出力端子負極(－) 

接続方法２ 

(別のシールド接続) 

4

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

4

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

 

 4 ピン→外部電圧源(＋) 

 16 ピン→外部電圧源(－) 

 シールド線→外部電圧源(GND) 

メモ 
シールド線を外部電圧源側で接地する必要がある場合は，

シールド線を本製品の出力端子の負極側(－)で接地するこ

とはできません。外部電圧源側と本製品側の両方で接地す

ると，出力が短絡されます。 
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手順 1. 前掲の図にしたがって外部電圧源を

接続します。 

 

 2. 電源投入時設定にて F-90 を 1 (CV 設

定：外部電圧制御)に設定します。 

98ページ 

 3. 電源スイッチを OFF にして，再度 ON

します。 

 

 4. Function キーを押して，設定（F-90 = 1）

を確認します。 

Function

 

 5. 外部電圧を設定します。 

出力電圧＝定格電圧×(外部電圧／
10) 

 

 6. Outputキーを押すと設定した電圧が出

力されます。 

外部電圧の変化に応じて出力電圧が

変化します。 

Output

 

警告 外部電圧源の対シャシ電圧を確認してください。対シャシ

電圧が不足していると感電や事故の原因になります。接続

するときは，36ページ“接地について”も参照して配線して

ください。 

注意 外部電圧信号入力に 10.5 V 以上の電圧を入力しないでくだ

さい。 

外部電圧源を接続するときは，電圧の極性が正しいことを

確認してください。 

メモ 外部電圧信号入力の入力インピーダンスは 10 kΩ です。 

外部電圧源には，ノイズが少なく安定した安定化電圧源を

使用してください。 

外部電圧によって出力電圧を設定する場合は，スルーレー

ト設定が無効になり常に高速優先になります。また，出力

ON 遅延時間および出力 OFF 遅延時間設定も無効になりま

す。 
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外部電圧による出力電流設定 

概要 外部電圧をリアパネルの CONTROL I/O コネクタへ入力す

ることにより，出力電流を設定することができます。外部

電圧 0 V～10 V が出力電流の 0 A～定格電流に対応します。 

出力電流＝定格電流×(外部電流／10) 

接続方法１ 外部電圧源を CONTROL I/O コネクタに接続するときは，シ

ールド線またはツイストペア線を使用してください。 

5

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

5

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

  

 5 ピン→外部電圧源(＋) 

 16 ピン→外部電圧源(－) 

 シールド線→出力端子負極(－) 

接続方法２ 

(別のシールド接続) 

5

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

5

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部電圧
0～10V

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

 

 5 ピン→外部電圧源(＋) 

 16 ピン→外部電圧源(－) 

 シールド線→外部電圧源(GND) 

メモ 
シールド線を外部電圧源側で接地する必要がある場合は，

シールド線を本製品の出力端子の負極側(－)で接地するこ

とはできません。外部電圧源側と本製品側の両方で接地す

ると，出力が短絡されます。 
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手順 1. 前掲の図にしたがって外部電圧源を

接続します。 

 

 2. 電源投入時設定にて F-91 を 1 (CC 設

定：外部電流制御)に設定します。 

98ページ 

 3. 電源スイッチを OFF にして，再度 ON

します。 

 

 4. Function キーを押して，設定（F-91 = 1）

を確認します。 

Function

 

 5. 外部電圧を設定します。 

出力電流＝定格電流×(外部電圧／
10) 

 

 6. Output キーを押すと設定した電圧が

出力されます。 

外部電圧の変化に応じて出力電流が

変化します。 

Output

 

警告 外部電圧源の対シャシ電圧を確認してください。対シャシ

電圧が不足していると感電や事故の原因になります。接続

するときは，36ページ“接地について”も参照して配線してく

ださい。 

注意 外部電流信号入力に 10.5 V 以上の電圧を入力しないでくだ

さい。 

外部電圧源を接続するときは，電圧の極性が正しいことを

確認してください。 

メモ 外部電流信号入力の入力インピーダンスは 10 kΩ です。 

外部電圧源には，ノイズが少なく安定した安定化電圧源を

使用してください。 

外部電圧によって出力電流を設定する場合は，スルーレー

ト設定が無効になり常に高速優先になります。また，出力

ON 遅延時間および出力 OFF 遅延時間設定も無効になりま

す。 
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外部抵抗による出力電圧設定 

概要 外部抵抗をリアパネルの CONTROL I/O コネクタへ接続す

ることにより，出力電圧を設定することができます。 

抵抗値0 kΩ～10 kΩが出力電圧の0 V～定格電圧に対応しま

す。出力電圧の設定を下記の 2 つから選択(F-90 電圧設定)

できます。 

 抵抗値の増加に対応させる： 

(Ext-R ，0 k ～10 k，10 k = 定格電圧) 

出力電圧 = 定格電圧×(外部抵抗／10 k) 

 抵抗値の減少に対応させる： 

(Ext-R ，10 k ～0 k，10 k = 0V) 

出力電圧 = 定格電圧×((10 k－外部抵抗)／10 k) 

メモ 安全のため，外部抵抗を接続しているケーブルが外れて無

限大の抵抗値(オープン)になったときに，出力電圧が 0 V に

なる Ext-R 設定(F-90=3)を推奨します。 

Ext-R 設定(F-90=2)にしますと，同様の状況では意図しな

い高電圧(定格電圧)が出力されます。 

複数の外部抵抗をスイッチで切り換える場合は，回路に開

放(オープン)状態が生じないようにしてください。短絡させ

ながら切り換えるタイプか，連続的に抵抗値が変化するタ

イプのスイッチを使用してください。 

接続方法 

6

7

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部抵抗
0～10kΩ

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

6

7

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部抵抗
0～10kΩ

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

 

 6 ピン→外部抵抗の片側 

 7 ピン→外部抵抗のもう一つの片側 

 シールド線→出力端子負極(－) 
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手順 1. 前掲の図にしたがって，外部抵抗を接

続します。 

 

 2. 電源投入時設定にて F-90(CV設定)を 2 

(Ext-R )，または 3 (Ext-R )に設定

します。 

98ページ 

 3. 電源スイッチを OFF にして，再度 ON

します。 

 

 4. Function キーを押して，設定(F-90 = 2

または 3)を確認します。 

Function

 

 5. 出力電圧を前掲の式により求めて，外

部抵抗値を設定します。 

 

 6. Output キーを押すと設定した電圧が

出力されます。 

抵抗値の変化に応じて出力電圧が変

化します。 

Output

 

警告 外部抵抗およびその配線に使用する線材は，絶縁耐圧が本

製品の対シャシ電圧以上のものを使用してください。 

線材や抵抗器の端子などの金属部が露出する場合は，絶縁

チューブなどで保護してください。 

メモ 外部抵抗は，1/2 W 以上の金属皮膜抵抗器などの温度係数，

経時変化の小さいものを選定してください。 

配線は，2 芯シールド線またはツイストペア線を使用してな

るべく短く接続し，外来ノイズなどの影響を受けないよう

にしてください。 

外部抵抗によって出力電圧を設定する場合は，スルーレー

ト設定が無効になり常に高速優先になります。また，出力

ON 遅延時間および出力 OFF 遅延時間設定も無効になりま

す。 

外部抵抗にテスタやマルチメータなどを接続して，抵抗値

を測定しながら出力すると正しい出力電圧になりません。

必ず，測定器を外すか測定器の入力を高インピーダンスの

状態にした上で出力してください。 



CM シリーズ 取扱説明書 

108 

外部抵抗による出力電流設定 

概要 外部抵抗をリアパネルの CONTROL I/O コネクタへ接続す

ることにより，出力電流を設定することができます。 

抵抗値 0 k ～10 kΩ が出力電流の 0 A ～ 定格電流に対応

します。出力電流の設定を下記の 2 つから選択(F-91 電流設

定)できます。 

 抵抗値の増加に対応させる： 

(Ext-R ，0 k ～10 k，10 k =定格電流) 

出力電流 = 定格電流×(外部抵抗／10 k) 

 抵抗値の減少に対応させる： 

(Ext-R ，10 k ～0 k，10 k = 0A) 

出力電流 =定格電流×((10 k－外部抵抗)／10 k) 

メモ 安全のため，外部抵抗を接続しているケーブルが外れて無

限大の抵抗値(オープン)になったときに，出力電流が 0 A に

なる Ext-R 設定(F-91=3)を推奨します。 

Ext-R 設定(F-91=2)にしますと，同様の状況では意図しな

い高電流(定格電流)が出力されます。 

複数の外部抵抗をスイッチで切り換える場合は，回路に開

放(オープン)状態が生じないようにしてください。短絡させ

ながら切り換えるタイプか，連続的に抵抗値が変化するタ

イプのスイッチを使用してください。 

接続方法 

9

8

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部抵抗
0～10kΩ

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

9

8

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

外部抵抗
0～10kΩ

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズCMシリーズ

 

 9 ピン→外部抵抗の片側 

 8 ピン→外部抵抗のもう一つの片側 

 シールド線→出力端子負極(－) 
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手順 1. 前掲の図にしたがって，外部抵抗を接

続します。 

 

 2. 電源投入時設定にて F-91(CC設定)を 2 

(Ext-R )，または 3 (Ext-R )に設定

します。 

98ページ 

 3. 電源スイッチを OFF にして，再度 ON

します。 

 

 4. Function キーを押して，設定(F-91 = 2

または 3)を確認します。 

Function

 

 5. 出力電流を前掲の式により求めて，外

部抵抗値を設定します。 

 

 6. Output キーを押すと設定した電流が

出力されます。 

抵抗値の変化に応じて出力電流が変

化します。 

Output

 

警告 外部抵抗およびその配線に使用する線材は，絶縁耐圧が本

製品の対シャシ電圧以上のものを使用してください。 

線材や抵抗器の端子などの金属部が露出する場合は，絶縁

チューブなどで保護してください。 

メモ 外部抵抗は，1/2 W 以上の金属皮膜抵抗器などの温度係数，

経時変化の小さいものを選定してください。 

配線は，2 芯シールド線またはツイストペア線を使用してで

きるだけ短く接続し，外来ノイズなどの影響を受けないよ

うにしてください。 

外部抵抗によって出力電流を設定する場合は，スルーレー

ト設定が無効になり常に高速優先になります。また，出力

ON 遅延時間および出力 OFF 遅延時間設定も無効になりま

す。 

外部抵抗にテスタやマルチメータなどを接続して，抵抗値

を測定しながら出力すると正しい出力電圧になりません。

必ず，測定器を外すか測定器の入力を高インピーダンスの

状態にした上で出力してください。 
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外部接点による出力 ON/OFF 制御 

概要 外部接点により，本製品の出力を ON/OFF することができ

ます。また出力 ON 論理設定(F-94)により，出力 ON 時の論

理を選択できます。 

OUT ON/OFF CONT (24 ピン端子)は，内部で+5V(5% @500 

A)に 10 kでプルアップされています。 

 出力 ON 論理設定(F-94)を 0 (アクティブハイ)に設定： 

24－2 ピン間を開放またはハイレベルにて，出力 ON 

 出力 ON 論理設定(F-94)を 1 (アクティブロー)に設定： 

24－2 ピン間を短絡またはローレベルにて，出力 ON 

接続方法 

2

24

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

スイッチ
（接点）

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズ

 

 24 ピン→接点の片側 

 2 ピン→接点の片側 

 シールド線→出力端子負極(－) 

手順 1. 上図にしたがって，外部接点を接続し

ます。 

 

 2. 電源投入時設定にて，F-94(出力 ON 論

理設定)を 0 (アクティブハイ)，または

1 (アクティブロー)に設定します。 

98ページ 

 3. 電源スイッチを OFF にして，再度 ON

します。 

 

 4. Function キーを押して，設定(F-94 = 0

または 1)を確認します。 

Function

 

 5. 外部接点により出力ON/OFFを制御す

ることができます。 

 

CMシリーズ 



  外部制御･モニタ信号 

  111 

警告 接点用リレーおよびその配線に使用する線材は，絶縁耐圧

が本製品の対シャシ電圧以上のものを使用してください。 

線材やリレー端子などの金属部が露出する場合は，絶縁チ

ューブなどで保護してください。 

メモ 外部接点によって出力 ON/OFF を制御する場合は，出力 ON

遅延時間および出力 OFF 遅延時間設定が無効になります。 

 配線は，2 芯シールド線またはツイストペア線を使用してで

きるだけ短く接続し，外来ノイズなどの影響を受けないよ

うにしてください。 

接点信号のときに配線が長くなる場合は，リレーのコイル

側を延長してください。 

2

24

CONTROL

I/Oコネクタ

スイッチ
リレー

このラインを
延長する

DCシリーズ

 

複数台の機器を 1 つの信号で制御する場合は，各機器への

信号をリレーなどで絶縁して入力してください。 

 出力 ON 論理設定を F-94 = 0 (アクティブハイ)に設定して，

24 ピンがローレベルのときに Output キーを押すと，表示部

に“MSG 001”を表示して出力 ON できません。 

出力 ON 論理設定を F-94 = 1 (アクティブロー)に設定して，

24 ピンがハイレベルのときに Output キーを押すと，表示部

に“MSG 002”を表示して出力 ON できません。 

F-94 = 0 

（アクティブハイ） 

 

F-94 = 1 

（アクティブロー） 

 

CMシリーズ 



CM シリーズ 取扱説明書 

112 

外部接点によるシャットダウン制御 

概要 外部接点で短絡することにより，本製品を電源スイッチ

OFF(F-95 電源スイッチトリップ  有効時 ) または出力

OFF(F-95 無効時)することができます。 

電源 OFF のコントロール入力(12 ピン端子)は，内部で

+5V(5% @500 A)に 10 kでプルアップされています。

(COM は 2 ピン端子) 

接続方法 

2

12

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ

スイッチ
（接点）

2芯シールド

または
ツイストペア線

DCシリーズ

 

 12 ピン→接点の片側 

 2 ピン→接点の片側 

 シールド線→出力端子負極(－） 

手順 1. 上図にしたがって，外部接点を接続し

ます。 

 

 2. 電源投入時設定にて，F-95(電源スイッ

チトリップ設定)を 0 (有効)または 1 

(無効)に設定します。 

98ページ 

 3. 電源スイッチを OFF にして，再度 ON

します。 

 

 4. Function キーを押して，設定(F-95 = 

0or1)を確認します。 

Function

 

 5. 外部接点で短絡することにより電源

スイッチ OFF または出力 OFF するこ

とができます。 

 

メモ F-95(電源スイッチトリップ設定)を 0 (有効)に設定すると，

各種保護機能が働いたときも電源スイッチを OFF にしま

す。 

CMシリーズ 
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警告 接点用リレーおよびその配線に使用する線材は，絶縁耐圧

が本製品の対シャシ電圧以上のものを使用してください。 

線材やリレー端子などの金属部が露出する場合は，絶縁チ

ューブなどで保護してください。 

メモ 配線は，2 芯シールド線またはツイストペア線を使用してで

きるだけ短く接続し，外来ノイズなどの影響を受けないよ

うにしてください。 

接点信号のときに配線が長くなる場合は，リレーのコイル

側を延長してください。 

2

12

CONTROL

I/Oコネクタ

スイッチ
リレー

このラインを
延長する

DCシリーズ

 

複数台の機器を 1 つの信号で制御する場合は，各機器への

信号をリレーなどで絶縁して入力してください。 

 

CMシリーズ 
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モニタ信号 

ここでは，各種のモニタ信号出力について説明しています。 

出力電圧・出力電流のモニタ信号 

概要 出力電圧モニタ信号(V-MON)，および出力電流モニタ信号

(I-MON)は，リアパネルの CONTROL I/O コネクタに出力さ

れます。 

モニタ信号の 0 V～10 V が，出力電圧および出力電流の定

格値に対応します。 

 V-MON [V]＝(出力電圧／定格電圧)×10 

 I-MON [V]＝(出力電流／定格電流)×10 

モニタ信号は設定を行う必要はありません。常に出力され

ています。 

V- MON 接続方法 

10

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ
DMM

DCシリーズ

V MON

0→10V  

 10 ピン→正極(＋) 

 16 ピン→負極(－) 

I- MON 接続方法 

11

16

出力端子

CONTROL

I/Oコネクタ
DMM

DCシリーズ

I MON

0→10V  

 11 ピン→正極(＋) 

 16 ピン→負極(－) 

CMシリーズ 

CMシリーズ 
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警告 モニタ信号は出力端子電位のため，フローティング出力や

直列運転では触れると感電します。 

注意 V-MON 出力(10 ピン)と I-MON 出力(11 ピン)を接触させな

いでください。本製品を損傷します。 

メモ V-MON端子と I-MON端子の出力インピーダンスは1 kで，

最大出力電流は 10 mA です。 

モニタ出力では過渡応答波形やリプルなどを観測すること

はできません。直流のみを観測できます。 
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動作モード・アラームのモニタ信号 

概要 本製品の動作モードおよびアラーム状態のモニタ信号は，

リアパネルの CONTROL I/O コネクタに出力されます。 

モニタ信号出力は，フォトカプラによって本製品の内部回

路から絶縁されており，共通コモンの 17 ピン(STATUS 

COM)はフォトカプラのエミッタ側，各種信号出力の 18～22

ピンはフォトカプラのコレクタ側になります。 

フォトカプラの出力(コレクタ－エミッタ間)には最大 30 V

を印加でき，8 mA を流すことができます。 

 ピン番号，名称， 説明 
 17 STATUS COM 共通コモン端子(ピン 18～22 のコ

モン) 

 18 CV STATUS CV モードのときローレベル 

 19 CC STATUS CC モードのときローレベル 

 20 ALM STATUS OVP または OCP いずれかの保護

機能が動作しているとき，または

外部接点によるシャットダウン

制御信号が入力されているとき

にローレベル。 

 21 OUT ON STATUS 出力 ON のときローレベル 

 22 PWR OFF STATUS 電源 OFF のときローレベル(ただ

し，本製品が電源 OFF 処理中の間

のみ) 

 

17

Pins 18, 19, 20, 21, 22

 

タイミング図 次に，モニタ信号(ステータス出力)のタイミングの例を 4 つ

示します。 

18～22 ピン出力は，アクティブ時にローレベルです。 
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CV モードにて 

出力 ON 

 

下図は，CV モードで動作するような電圧・電流設定値と負

荷が接続されているときに，出力を ON にしたときのタイ

ミング図です。 

H

L

H

L

H

L

CV STATUS

CC STATUS

OUT ON STATUS

 

CV モードにて 

出力 OFF 

 

下図は，CV モードで動作中に出力を OFF にしたときのタ

イミング図です。 

H

L

H

L

H

L

CV STATUS

CC STATUS

OUT ON STATUS

 

CC モードにて 

出力 ON 

 

下図は，CC モードで動作するような電圧・電流設定値と負

荷が接続されているときに，出力を ON したときのタイミ

ング図です。 

H

L

H

L

H

L

CV STATUS

CC STATUS

OUT ON STATUS

 

CC モードにて 

出力 OFF 

 

下図は，CC モードで動作中に出力を OFF にしたときのタイ

ミング図です。 

H

L

H

L

H

L

CV STATUS

CC STATUS

OUT ON STATUS
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リモート制御 

 

 
本章では，IEEE488.2 に基づいたリモート制御の基本設定につ

いて説明します。コマンドについては，プログラムマニュア

ルを参照してください。 

 

 
USB インタフェースの設定 ................................................................... 120 
GPIB インタフェースの設定 .................................................................. 121 
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ソケットサーバの設定 ........................................................................... 123 
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USB インタフェースの設定 

USB 構成 PC 側コネクタ: タイプ A，ホスト 

本製品側コネクタ: リアパネルタイプ B，スレーブ 

速度: 1.1/2.0 (full speed/high speed) 

 USB クラス: CDC (communications device class)  

パネル操作 1. USB ケーブルをリアパネルの USB B

ポートに接続します。  

 2. リアパネル USB 設定(F-22)にて，モー

ドを USB-CDC(2)に設定します。 

97ページ 

ドライバの 

インストール 

本製品を PC に初めて USB 接続すると，USB デバイスドラ

イバのインストールを促されます。ドライバファイルは，

付 属 CD の “USB_Driver” フ ォ ル ダ に 収 録 さ れ た

cyde_usb_driver.inf です。 

シリアル通信の 

設定 

本製品を PC と USB で接続すると，PC には COM ポートデ

バイスとして認識されます。COM ポート番号は，Windows7

の場合，コントロールパネル→システムとセキュリティ→

システム→デバイスマネージャで，ポート-CM((COM x)の

表示から確認できます。(x が COM ポート番号です) COM

ポート(シリアル通信)は下記のように設定してください。 

 ボーレート: 9600 bps データ長: 8 bit 

パリティビット: なし ストップビット: 1 bit 

フロー制御: なし   

動作確認 3. ターミナルアプリケーション(ハイパーターミナル

等)から，次のクエリコマンドを実行します。 

*idn? 

4. 以下のような応答メッセージ(CM30-36 モデルの例)

が返ってくれば通信が成立しています。 

Chiyoda Electronics,CM30-36,12345678,1.71 

応答メッセージは，メーカ名，製品型名，シリアル番

号，ファームウェアバージョンを表しています。 
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GPIB インタフェースの設定 

GPIB を使用するには，オプションの GPIB-USB アダプタ（10YTPA0011864）が

必要です。同時に使用できる GPIB アドレスは 1 種類だけです。 

GPIB 設定 1. 本製品の電源を OFF にします。  

 2. 本製品リアパネルの USB B ポートと

GPIB-USB アダプタの USB A ポートを

USB ケーブルで接続します。 

 

 3. PC 側のコントローラと GPIB-USB アダ

プタを GPIB ケーブルで接続します。 

 

 タイプAプラグ

タイプBプラグ
CMシリーズへ

10YT PA0011864 

コンピュータから

タイプAプラグ

タイプBプラグ
CMシリーズへ

10YT PA0011864 

コンピュータから

 

 4. 本製品の電源を ON にします。  

 5. Function キーを押してノーマル機能

設定モードに入ります。 

97ページ 

 6. リアパネル USB 設定と GPIB アドレ

スを次のようにします。 

 

  F-22 = 1 リアパネル USB のモードを GPIB-USB

アダプタに設定 (初期値：2=USB CDC) 

  F-23 = 0～30 GPIB アドレスを設定 (初期値：8) 

GPIB の制約  同時に接続できる装置は最大 15 台まで。ケーブル長は全

長 20 m 以内，各装置間は 2 m 以内。 

 各装置に割り当てたアドレスは互いに異なること。 

 接続された全装置の 2/3 以上の電源が入っていること。 

 ループ接続・並列接続は禁止。 
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Ethernet インタフェースの設定  

CM シリーズは Ethernet インタフェースを介したネットワーク通信に対応して

います。また，Web サーバ機能を備えています。 

CM シリーズは DHCP 接続に対応しているため，既存のネットワークに接続す

ると自動で認識されます。手動のネットワーク設定も可能です。 

概要 Ethernet インタフェースはネットワークを介したリモート

制御・監視に使用します。 

Ethernet 設定 MAC アドレス(表示のみ) LAN 

DHCP IP アドレス 

サブネットマスク ゲートウェイ 

 DNS アドレス ソケット有効 

 Web サーバ有効 Web パスワード有効 

 Web パスワード（0000～9999，初期値：0000） 

 ポート番号: 2268（固定） 

接続方法 Ethernet ケーブルでネットワークとリアパネ

ルの Ethernet ポートを接続します。 

LAN

 

DHCP 接続例 DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol)を使用するには

次のように設定します。この設定で IP アドレスも自動で割

り当てられます。 

 1. Function キーを押してノーマル機能

設定に入ります。 

97ページ 

 2. 以下の LAN 設定を行います。 

  F-37 = 1 DHCP を有効に設定 

  F-59 = 1 Web サーバを ON にします。 

メモ ネットワーク接続が正しく動作しないときは，電源を再起

動するか，ブラウザの読み込みを更新してください。 

動作確認 3. 本製品の Web サーバを有効に設定した後，ブラウザ

に本製品の IP アドレスを次のように入力します。 

http://XXX.XXX.XXX.XXX 

4. 本製品のWebブラウザインタフェースが表示されれ

ば，通信は成立しています。 
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ソケットサーバの設定 

概要 ソケットサーバ機能の設定，動作確認につきましては，

National Instruments Corporation のアプリケーションソフト

ウェア“Measurement & Automation Explorer”((NI MAX)を使

用します。 

このアプリケーションソフトウェアは National Instruments 

Corporation のホームページよりダウンロードできます。 

条件 OS（Operating System）：Windows XP, 7  

設定 1. “Measurement & Automation Explorer”(NI MAX)のア

プリケーションを実行してください。 

スタート>すべてのプログラム 

>National Instruments >NI MAX 

 

 

2. 操作パネルよりネットワークデバイスを選択しま

す。 

マイシステム>デバイスとインタフェース 

>ネットワークデバイス 
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 3. ネットワークデバイスを追加 から VISA TCP/IP リ

ソース を選択します。 

 

4. Raw ソケットのマニュアル入力 を選択し，次へを

クリックします。 

 

5. CMシリーズの IPアドレスとポート番号を入力しま

す。ポート番号は 2268 で固定です。 
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 6. 検証ボタンをクリックすると，VISA セッションを

開くのに成功しましたという以下のようなメッセ

ージが出ますので，OK をクリックします。 

 

 

 

7. 次へをクリックすると，以下のような画面で表示さ

れますので，エイリアス名を入力して，次へをクリ

ックします。 
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 8. デバイスを作成する用意が出来たことを示す以下の

ような画面が出ますので，終了を選択して，デバイ

スを作成します。 

 

動作確認 1. ネットワークデバイスの下にCMシリーズの IPアド

レスが表示されますので，そのアイコンを選択して，

VISA テストパネルを開く をクリックしてくださ

い。 
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 2. I/O Settings のタブから，Enable Termination Character

を選択し，Apply Changes をクリックします。 

 

3. Input/Output のタブを選択し，コマンド入力画面に移

動します。コマンド入力欄に*IDN?¥n (クエリ)を入

力して，Write ボタンをクリック後，Read ボタンを

クリックします。以下のような応答メッセージが返

ってくれば通信が成立しています。 

Chiyoda Electronics,CM80-27,12345678,1.71 

応答メッセージは，メーカ名，製品型名，シリアル

番号，ファームウェアバージョンを表しています。 

 

 

1.71¥n 
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保守 

 

エアフィルタの清掃と交換 
正面パネルの吸気口にはエアフィルタが装着されていますので，ご使用状況に

より定期的にエアフィルタの清掃を行ってください。 

清掃は強風を吹き付けるか，薄めた中性洗剤で軽く洗ってください。中性洗剤

で洗った場合は，水洗いしてよく乾燥させてから装着してください。定期的に

エアフィルタを清掃または交換しなかった場合は，定格電力を出力できなくな

ったりするなど性能や寿命が低下し，故障の原因にもなります。 

 

手順 1. 電源を OFF にします。 

コントロールパネル 

（全モデル） 

2. 正面のコントロール

パネルの底部からエ

アフィルタを引き出

して清掃してくださ

い。 

 

 3. 清掃後はフィルタにある切り欠きが上になるように

挿入します。交換する場合はオプションのエアフィ

ルタ(小) (10YTPA0012075)を使用してください。 

カバーパネル 

(Type II / Type III) 

1. カバーパネルを上へ

引き上げるようにし

て取り外します。 

1
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 2. カバーパネル裏のエ

アフィルタを取り外

して清掃してくださ

い。交換する場合は，

オプションのエアフ

ィルタ(大) 

( 10YTPA0012076)を

使用してください。 

2

 

 3. 取り外しと逆の手順で，カバーパネルを筐体へ取り

付けます。 



  よくある質問と回答 

  131 

よくある質問と回答 

 

Output キーを押しても，出力されない
 

電圧設定値および電流設定値を確認してください。電圧設定値が 0V または電流

設定値が 0A に設定されていると出力することができません。 

 

CV モードCC モードの切り換えができない。または切り

換わってしまう 

 

電圧設定値および電流設定値を確認してください。本製品を CV モードで動作

中に出力電流によって自動的に CC モードへ切り換える，あるいは CC モードで

動作中に出力電圧によって自動的に CV モードへ切り換えるようにするには，

電流設定値あるいは電圧設定値を適切な値に設定してクロスオーバポイントを

決定する必要があります。詳細は，23ページ“CC モード，CV モード”を参照し

てください。 

 

OVP 設定値より負荷端子電圧は低いが OVP となる

 
出力端子電圧を確認してください。OVP 値は出力端子の電圧に対するものであ

り，負荷端子電圧に対するものではありません。負荷ケーブルの電圧降下によ

って負荷端子電圧は低くなります。OVP 値を設定するときは，負荷ケーブルの

電圧降下を考慮した値にしてください。 

 

負荷ケーブルは複数のケーブルを並列にて使用できるか？

 
1 本のケーブルでは電流容量が不足する場合は，2 本以上のケーブルを並列に接

続して使用することができます。ただし，耐電圧を満たしたケーブルを使用し

た上で，同極のケーブル同士を平行して密着させて，更に長さが同じになるよ

うにしてください。 また，正極と負極のケーブルをツイスト(撚る)してくださ

い。 
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確度が仕様を満たさない 

 

周囲温度が+20℃～+30℃の範囲にあることを確認して，電源投入後 30 分以上経

過してから使用してください。これらは，本製品の内部回路を安定動作させ，

仕様を満たす状態にするために必要です。 
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表示形式とメッセージ 

 

 

表示形式 

7 セグ LED 表示のメッセージの文字は，下記のように表示されます。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D 

              

E F G H I J K L M N O P Q R 

              

S T U V W X Y Z ( ) + - ,  

              

 

メッセージ 

表示部には，場合により以下のようなメッセージが現れることがあります。 

メッセージ 説明 

MSG 
001 

出力 ON 論理設定が F-94=0 (アクティブハイ )で，

CONTROL I/O コネクタ 24 ピンがローレベルの時に，

Output キーを押すとメッセージが表示されて出力 ON で

きません。 

MSG 
002 

出力 ON 論理設定が F-94=1 (アクティブロー )で，

CONTROL I/O コネクタ 24 ピンがハイレベルの時に，

Output キーを押すとメッセージが表示されて出力 ON で

きません。 

LOCK 
F-19 

パネルロック設定が F-19=0 (出力 OFF のみ有効)の時，

Output キーを押すとメッセージが表示されて出力 ON で

きません。 
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初期設定 

初期設定一覧(工場出荷時設定) 
設定項目   

出力  OFF 

LOCK  0 (無効) 

電圧  0 V 

電流  0 A 

OVP  最大値 

OCP  最大値 

ノーマル機能設定 設定番号  

出力 ON 遅延時間 F-01 0.00 s  

出力 OFF 遅延時間 F-02 0.00 s 

V-I モード 

スルーレート選択 
F-03 0 = CV 高速優先 

上昇電圧スルーレート F-04 

60.00 V/s (30 V モデル) 

160.0 V/s (80 V モデル) 

320.0 V/s (160 V モデル) 

500.0 V/s (250 V モデル) 

1600 V/s (800 V モデル) 

下降電圧スルーレート F-05 

60.00 V/s (30 V モデル) 

160.0 V/s (80 V モデル) 

320.0 V/s (160 V モデル) 

500.0 V/s (250 V モデル) 

1600 V/s (800 V モデル) 
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上昇電流スルーレート F-06 

72.00 A/s (CM30-36) 
144.0 A/s (CM30-72) 
216.0 A/s (CM30-108) 
27.00 A/s (CM80-13R5) 
54.00 A/s (CM80-27) 
81.00 A/s (CM80-40R5) 
14.40 A/s (CM160-7R2) 
28.80 A/s (CM160-14R4) 
43.20 A/s (CM160-21R6) 
9.000 A/s (CM250-4R5) 
18.00 A/s (CM250-9) 
27.00 A/s (CM250-13R5) 
2.880 A/s (CM800-1R44) 
5.760 A/s (CM800-2R88) 
8.640 A/s (CM800-4R32) 

下降電流スルーレート F-07 

72.00 A/s (CM30-36) 
144.0 A/s (CM30-72) 
216.0 A/s (CM30-108) 
27.00 A/s (CM80-13R5) 
54.00 A/s (CM80-27) 
81.00 A/s (CM80-40R5) 
14.40 A/s (CM160-7R2) 
28.80 A/s (CM160-14R4) 
43.20 A/s (CM160-21R6) 
9.000 A/s (CM250-4R5) 
18.00 A/s (CM250-9) 
27.00 A/s (CM250-13R5) 
2.880 A/s (CM800-1R44) 
5.760 A/s (CM800-2R88) 
8.640 A/s (CM800-4R32) 

内部抵抗設定 F-08 0.000 Ω 

ブリーダ回路制御 F-09 1 = ON 

ブザーON/OFF 制御 F-10 1 = ON 

アベレージ設定 F-17 0 = Low 

パネルロック設定 F-19 0 = 出力 OFF のみ有効 

USB/GPIB 設定 

リアパネル USB 設定 F-22 2 = USB 1.1/2.0 自動認識 

GPIB アドレス F-23 8 

LAN 設定 

LAN F-36 1 = 有効 

DHCP F-37 1 = 有効 

Socket 有効 F-57 1 = 有効 

Web サーバ有効 F-59 1 = 有効 

Web パスワード有効 F-60 1 = 有効 

Web パスワード  F-61 0000 
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電源投入時設定 

CV 設定 F-90 0 = パネル制御 

CC 設定 F-91 0 = パネル制御 

電源 ON 時の出力 F-92 0 = 出力 OFF 

マスタ･スレーブ設定 F-93 0 = マスタ 

出力 ON 論理設定 F-94 0 = アクティブハイ 

電源スイッチトリップ設定 F-95 0 = 有効 
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仕様 

本製品の仕様，オプション，外形図を記載しています。 

 

 

 少なくとも 30 分間のウォームアップが必要です。 

 各仕様において確度を示した数値は，周囲温度 20℃～30℃の単体時に適用さ

れる保証値です。確度のないものは公称値または代表値（typ.と表示）です。 

 [set]は設定値，[rdg]は読み値，[R.V.]は定格電圧，[R.C.]は定格電流，[F.S.]は

フルスケールを示します。 

 定電圧モード(または定電流モード)における最大電流(または最大電圧)は，以

下の式により算出した値です。(ただし，定格電圧および定格電流以下) 

定電圧(CV)モード：最大電流 = 定格出力電力／出力電圧 

定電流(CC)モード：最大電圧 = 定格出力電力／出力電流 

 定格負荷は，次のとおりです。 

定電圧(CV)モード：定格出力電圧を印加した時に，定格出力電力になる

抵抗負荷 

定電流(CC)モード：定格出力電流を流した時に，定格出力電力になる抵

抗負荷 
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出力応答時間 .......................................................................................... 145 
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出力モード 

 全モデル 

出力モード 定電圧(CV) / 定電流(CC) 

 

 説明 

定電圧(CV) 定電圧モードでは一定の電圧を出力します。定電圧モード中

は出力電流が変化しても出力電圧は一定値を保持します。負

荷の抵抗値が低くなり定電圧を保持できなくなると，自動的

に定電流モードに切り替ります。 

定電流(CC) 定電流モードでは一定の電流を出力します。定電流モード中

は出力電圧が変化しても出力電流は一定値を保持します。負

荷の抵抗値が高くなり，定電流を保持できなくなると，自動

的に定電圧モードに切り替ります。 

 

 

各電圧モデルの出力範囲 

各電圧モデルの出力範囲を次に示します。 

 

30 V モデル 80 V モデル 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…
0

5

30

Current (A)

V
o
lt
a
g
e
 (

V
)

10

15

20

25

0 20 40 60 80 100

10

12 24 36

30

35

120

Type III
Type II
Type I

72 108

 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…

Current (A)

V
o
lt
a
g
e 

(V
)

26.6

4.5 9.0 13.5

80

Type III
Type II
Type I

30 4540205 10 15 250 35

0

20

40

60

80
90

27 40.5

 

 

160 V モデル 250 V モデル 
 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…
0
20

160

Current (A)

V
o
lt
a
g
e 

(V
)

40
60
80

140

0 5 10 15 20

180

25

Type III
Type II
Type I

100
120

2.25 4.5 6.75

160

50

14.4 21.67.2

 

 

051015202530

020406080100V
o
lt

…

Cur…

Po…

Current (A)

V
o
lt
ag

e 
(V

)

0 3 6 9 12 15

Type III
Type II
Type I

1.44 2.88 4.32

250

80

9 13.54.5

250

200

150

100

50

0

 



CM シリーズ 取扱説明書 

140 

 

800 V モデル 
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出力定格 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 30 V 80 V 160 V 250 V 800 V 

電流 36 A 13.5 A 7.2 A 4.5 A 1.44 A 

電力 360 W 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 30 V 80 V 160 V 250 V 800 V 

電流 72 A 27 A 14.4 A 9 A 2.88 A 

電力 720 W 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 30 V 80 V 160 V 250 V 800 V 

電流 108 A 40.5 A 21.6 A 13.5 A 4.32 A 

電力 1080 W 

 

設定確度 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 ±(0.1% of set + 10 mV) 
±(0.1% of set 

+ 100 mV) 

±(0.1% of set 

+ 200 mV) 

±(0.1% of set 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of set 

+ 30 mA) 

±(0.1% of set 

+ 10 mA) 
±(0.1% of set + 5 mA) 

±(0.1% of set 

+ 2 mA) 
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Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 ±(0.1% of set + 10 mV) 
±(0.1% of set 

+ 100 mV) 

±(0.1% of set 

+ 200 mV) 

±(0.1% of set 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of set 

+ 60 mA) 

±(0.1% of set 

+ 30 mA) 

±(0.1% of set 

+ 15 mA) 

±(0.1% of set 

+ 10 mA) 

±(0.1% of set 

+ 4 mA) 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 ±(0.1% of set + 10 mV) 
±(0.1% of set 

+ 100 mV) 

±(0.1% of set 

+ 200 mV) 

±(0.1% of set 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of set 

+ 100 mA) 

±(0.1% of set 

+ 40 mA) 

±(0.1% of set 

+ 20 mA) 

±(0.1% of set 

+ 15 mA) 

±(0.1% of set 

+ 6 mA) 

 

計測確度 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 ±(0.1% of rdg + 10 mV) 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 200 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of rdg 

+ 30 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 10 mA) 
±(0.1% of rdg + 5 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 2 mA) 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 ±(0.1% of rdg + 10 mV) 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 200 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of rdg 

+ 60 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 30 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 15 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 10 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 4 mA) 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 ±(0.1% of rdg + 10 mV) 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 200 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 40 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 20 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 15 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 6 mA) 

 

注：PC からのリモート制御時に計測する確度。 
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設定分解能 / 計測分解能 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 10 mV 100 mV 

電流 10 mA 1 mA 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 10 mV 100 mV 

電流 10 mA 1 mA 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 10 mV 100 mV 

電流 100 mA 10 mA 1 mA 

 

リモート制御時設定分解能 / 計測分解能 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 1 mV 2 mV 3 mV 5 mV 14 mV 

電流 1 mA 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 1 mV 2 mV 3 mV 5 mV 14 mV 

電流 2 mA 1 mA 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 1 mV 2 mV 3 mV 5 mV 14 mV 

電流 3 mA 1 mA 

 

注：PC からのリモート制御時。 
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表示確度 

4 桁表示 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 ±(0.1% of rdg + 20 mV) 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 200 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of rdg 

+ 40 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 20 mA) 
±(0.1% of rdg + 5 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 2 mA) 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 ±(0.1% of rdg + 20 mV) 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 200 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of rdg 

+ 70 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 40 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 30 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 10 mA 

±(0.1% of rdg 

+ 4 mA) 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 ±(0.1% of rdg + 20 mV) 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 200 mV) 

±(0.1% of rdg 

+ 400 mV) 

電流 
±(0.1% of rdg 

+ 100 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 50 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 30 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 20 mA) 

±(0.1% of rdg 

+ 6 mA) 

 

負荷変動 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 20 mV 45 mV 85 mV 130 mV 405 mV 

電流 41 mA 18.5 mA 12.2 mA 9.5 mA 6.44 mA 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 20 mV 45 mV 85 mV 130 mV 405 mV 

電流 77 mA 32 mA 19.4 mA 14 mA 7.88 mA 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 20 mV 45 mV 85 mV 130 mV 405 mV 

電流 113 mA 45.5 mA 26.6 mA 18.5 mA 9.32 mA 

 

注：無負荷と定格負荷における変動，電圧測定はリモートセンシングの検出点，

電源入力電圧一定にて。 
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入力電圧変動 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 18 mV 43 mV 83 mV 128 mV 403 mV 

電流 41 mA 18.5 mA 12.2 mA 9.5 mA 6.44 mA 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 18 mV 43 mV 83 mV 128 mV 403 mV 

電流 77 mA 32 mA 19.4 mA 14 mA 7.88 mA 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 18 mV 43 mV 83 mV 128 mV 403 mV 

電流 113 mA 45.5 mA 26.6 mA 18.5 mA 9.32 mA 

 

注：電源入力 85 V～132 V 間または 170 V～265 V 間での変動に対して, 負荷一

定にて。 

 

出力電圧過渡応答 

 30 V / 80 V モデル 160 V / 250 V / 800 V モデル 

時間 ≦1 ms ≦2 ms 

 

注：定電圧モード，負荷を定格の 50%から 100%に変化させたときに，出力電圧

が±(0.1% of R.V. + 10 mV)内に復帰する時間。 

 

スルーレート 

CC，CV モードについて立ち上がり/立ち下がり個別に設定をすることができま

す。また設定値の有効/無効(最速)の選択ができます。 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 
0.01 V/s～
60.00 V/s 

0.1 V/s～
160.0 V/s 

0.1 V/s～
320.0 V/s 

0.1 V/s～
500.0 V/s 

1 V/s～ 

1600 V/s 

電流 
0.01 A/s～
72.00 A/s 

0.01 A/s～
27.00 A/s 

0.01 A/s～
14.40 A/s 

0.001 A/s～
9.000 A/s 

0.001 A/s～
2.880 A/s 
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Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 
0.01 V/s～
60.00 V/s 

0.1 V/s～
160.0 V/s 

0.1 V/s～
320.0 V/s 

0.1 V/s～
500.0 V/s 

1 V/s～ 

1600 V/s 

電流 
0.1 A/s～
144.0 A/s 

0.01 A/s～
54.00 A/s 

0.01 A/s～
28.80 A/s 

0.01 A/s～
18.00 A/s 

0.001 A/s～
5.760 A/s 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 
0.01 V/s～
60.00 V/s 

0.1 V/s～
160.0 V/s 

0.1 V/s～
320.0 V/s 

0.1 V/s～
500.0 V/s 

1 V/s～ 

1600 V/s 

電流 
0.1 A/s～
216.0 A/s 

0.01 A/s～
81.00 A/s 

0.01 A/s～
43.20 A/s 

0.01 A/s～
27.00 A/s 

0.001 A/s～
8.640 A/s 

 

注：外部電圧・外部抵抗によって電圧・電流を設定する場合，スルーレート設

定は無効になります。 

 

出力応答時間 

 30 V / 80 V モデル 160 V モデル 250 V モデル 800 V モデル 

立ち上が

り時間 

無負荷 
≦50 ms ≦100 ms ≦150 ms 

定格負荷 

立ち下が

り時間 

無負荷 ≦500 ms ≦1000 ms ≦1200 ms ≦2000 ms 

定格負荷 ≦50 ms ≦100 ms ≦150 ms ≦300 ms 

 

注：スルーレート制御OFFの場合。出力電圧波形の 10%～90%または 90%～10%，

定格出力電圧，定格出力電流，定格抵抗負荷にて。 

 

出力抵抗模擬機能 

CV モード時に，出力端子に直列接続された出力抵抗を模擬することができます。 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

抵抗 
0.000 ～

0.833  

0.000 ～

5.926  

0.00 ～ 

22.22  

0.00 ～ 

55.55  

0.0 ～ 

555.5  

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

抵抗 
0.000 ～

0.417  

0.000 ～

2.963  

0.00 ～ 

11.11  

0.00 ～ 

27.77  

0.0 ～ 

277.8  
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Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

抵抗 
0.000 ～

0.278  

0.000 ～

1.975  

0.000 ～ 

7.407  

0.00 ～ 

18.51  

0.0 ～ 

185.1  

 

温度係数 

 全モデル 

電圧(typ.) 100 ppm/˚C (R.V.にて) 

電流(typ.) 200 ppm/˚C (R.C.にて) 

 

出力リプルノイズ 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

電圧 
(p-p) ≦60 mV ≦80 mV ≦150 mV 

(rms) ≦7 mV ≦12 mV ≦15 mV ≦30 mV 

電流 (rms) ≦72 mA ≦27 mA ≦15 mA ≦10 mA ≦5 mA 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

電圧 
(p-p) ≦80 mV ≦100 mV ≦200 mV 

(rms) ≦11 mV ≦15 mV ≦30 mV 

電流 (rms) ≦144 mA ≦54 mA ≦30 mA ≦20 mA ≦10 mA 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

電圧 
(p-p) ≦100 mV ≦120 mV ≦200 mV 

(rms) ≦14 mV ≦20 mV ≦15 mV ≦30 mV 

電流 (rms) ≦261 mA ≦81 mA ≦45 mA ≦30 mA ≦15 mA 

 

注：p-p 値 周波数帯域幅 10 Hz～20 MHz，rms 値 周波数帯域幅 5 Hz～1 MHz に

て。 



仕様 

  147 

電源入力 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

定格入力 100 V ～ 240 V，50 Hz または 60 Hz，単相 

入力電圧範囲 85 V ～ 265 V 

入力周波数範囲 47 Hz ～ 63 Hz 

出力保持時間 ≧20 ms（定格負荷にて） 

入力電流 

(定格負荷にて) 

100 V 時：5 A 

200 V 時：2.5 A 

最大消費電力 500 VA 

力率(typ.) 
100 V 時：0.99 

200 V 時：0.97 

効率(typ.) 
100 V 時：77% 

200 V 時：79% 

100 V 時：78% 

200 V 時：80% 

100 V 時：79% 

200 V 時：81% 

100 V 時：79% 

200 V 時：81% 

100 V 時：80% 

200 V 時：82% 

突入電流 ≦25 Apeak 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

定格入力 100 V ～ 240 V，50 Hz または 60 Hz，単相 

入力電圧範囲 85 V ～ 265 V 

入力周波数範囲 47 Hz ～ 63 Hz 

出力保持時間 ≧20 ms（定格負荷にて） 

入力電流 

(定格負荷にて) 

100 V 時：10 A 

200 V 時：5 A 

最大消費電力 1000 VA 

力率(typ.) 
100 V 時：0.99 

200 V 時：0.97 

効率(typ.) 
100 V 時：77% 

200 V 時：79% 

100 V 時：78% 

200 V 時：80% 

100 V 時：79% 

200 V 時：81% 

100 V 時：79% 

200 V 時：81% 

100 V 時：80% 

200 V 時：82% 

突入電流 ≦50 Apeak 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

定格入力 100 V ～ 240 V，50 Hz または 60 Hz，単相 

入力電圧範囲 85 V ～ 265 V 

入力周波数範囲 47 Hz ～ 63 Hz 

出力保持時間 ≧20 ms（定格負荷にて） 

入力電流 

(定格負荷にて) 

100 V 時：15 A 

200 V 時：7.5 A 

最大消費電力 1500 VA 

力率(typ.) 
100 V 時：0.99 

200 V 時：0.97 

効率(typ.) 
100 V 時：77% 

200 V 時：79% 

100 V 時：78% 

200 V 時：80% 

100 V 時：79% 

200 V 時：81% 

100 V 時：79% 

200 V 時：81% 

100 V 時：80% 

200 V 時：82% 

突入電流 ≦75 Apeak 
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直列/並列運転 

 30 V / 80 V / 160 V モデル 250 V / 800 V モデル 

直列運転 マスタ機を含めて 2 台まで 不可 

並列運転 マスタ機を含めて 3 台まで 

 

注：直列運転および並列運転は同一モデルのみ。 

 

出力遅延機能 

 全モデル 

遅延時間設定範囲 00.00 s ～ 99.99 s 

 

注：遅延時間は 0 s から設定できますが，設定値と実際の遅れ時間が一致する

のは約 30 ms 以上（出力オン遅延），約 50 ms 以上（出力オフ遅延）に設定

した場合です。また，外部電圧・外部抵抗によって電圧・電流を設定する

場合，出力遅延機能は無効になります。 

 

保護機能 

保護機能を動作させた場合，「ALM」アイコンがディスプレイに表示されます。 

 全モデル 

過電圧保護 

(OVP) 

動作 出力オフまたは電源スイッチトリップ 

設定範囲 
定格出力電圧の 10% ～ 110% 

(250 V / 800 V モデルは 20 V ～ 定格出力電圧の 110%) 

過電流保護 

(OCP) 

動作 出力オフまたは電源スイッチトリップ 

設定範囲 
定格出力電流の 10% ～ 110% 

(CM30-72 / CM30-108 は 5 A ～ 定格出力電流の 110%) 

過熱保護 

(OHP) 
動作 出力オフまたは電源スイッチトリップ 

電源入力電圧

低下保護 
動作 出力オフ 

出力電力 

リミット 

動作 出力電力を制限 

保護値 定格出力電力の約 105% 

 

注：過電流保護は，出力短絡など急激な負荷変動時に起こる CM シリーズに内

蔵された出力コンデンサの放電ピーク電流に対しては動作しません。 
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リモートセンシング機能 

 30 V / 80 V / 160 V モデル 250 V / 800 V モデル 

最大補償電圧 約 0.6 V 約 1.0 V 

 

注：片側，および両側での補償値です。 

 

アナログ制御 

電圧制御 

 全モデル 

入力電圧範囲 0 V ～ 10 V 

出力電圧確度線形性 ±0.5% of R.V. 

出力電流確度線形性 ±1.0% of R.C. 

 

抵抗制御 

 全モデル 

抵抗範囲 0 k～ 10 k 

出力電圧確度線形性 ±1.5% of R.V. 

出力電流確度線形性 ±1.5% of R.C. 

 

モニタ出力 

 30 V / 80 V / 160 V モデル 250 V / 800 V モデル 

出力インピーダンス 1 k 

出力電流最大値 10 mA 

フルスケール 10 V 

ゲイン 
電圧 出力電圧÷R.V.×10 

電流 出力電流÷R.C.×10 

電圧確度 ±1% of F.S. ±2% of F.S. 

電流確度 ±1% of F.S. ±2% of F.S. 
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外部制御入出力(CONTROL I/O) 

項目 説明 

制御入力 

入力レベル TTL 

入力インピーダンス 10 kで+5 V にプルアップ 

極性 *印の状態のみ極性反転可能 

制御 

出力オンオフ* ﾛｰ：オン，ﾊｲ：オフ 

シャットダウン 
ﾛｰ：電源スイッチトリップ 

(または出力オフ) 

状態出力 

出力インピーダンス 1 k 

状態 

電源オンオフ ﾛｰ：オン，ﾊｲ：オフ 

出力オンオフ ﾛｰ：オン，ﾊｲ：オフ 

保護動作 ﾛｰ：動作，ﾊｲ：なし 

CV 動作 ﾛｰ：オン，ﾊｲ：オフ 

CC 動作 ﾛｰ：オン，ﾊｲ：オフ 

端子 Mil 26-pin コネクタ(リアパネル) 

 

注：状態出力はオープンコレクタ出力(フォトカプラ)です。状態確認するために

は，外部電源を用いる必要があります。 

 

外部インタフェース 

外部コンピュータからの制御を行うためのインタフェースです。LAN および

USB インタフェースを標準装備しています。 

USB インタフェース(USB1.1/USB2.0) 

 全モデル 

コネクタ タイプ B 

USB クラス CDC (通信デバイスクラス) 

 

LAN 

 全モデル 

機能，設定項目 

MAC Address(表示のみ)，DHCP 機能オンオフ，IP Address，

DNS IP Address，Web Server 機能オンオフ，Web Password， 

Gateway IP Address， Subnet Mask 
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GPIB インタフェース(オプション，GPIB アダプタ使用) 

 説明・選択値 

アドレス 0 ～ 30 

 

耐電圧・絶縁抵抗 

耐電圧 

 30 V / 80 V / 160 V モデル 250 V / 800 V モデル 

電源入力 対 筐体間 AC 1500 V，1 分間 AC 1500 V，1 分間 

電源入力 対 出力間 AC 3000 V，1 分間 AC 3000 V，1 分間 

出力 対 筐体間 DC 500 V，1 分間 DC 1500 V，1 分間 

 

絶縁抵抗 

 30 V / 80 V / 160 V モデル 250 V / 800 V モデル 

電源入力 対 筐体間 100 M以上(DC 500 V) 

電源入力 対 出力間 100 M以上(DC 500 V) 

出力 対 筐体間 100 M以上(DC 500 V) 100 M以上(DC 1000 V) 

 

安全および EMC 適合 

 全モデル 

安全性 
以下の規格要求に適合 

EN 61010-1: 2010 
EN 61010-2-030: 2010 

EMC 

以下の規格要求に適合 

EN 61326-1: 2013 
EN 61326-2-1: 2013 
EN 61000-3-2: 2006 + A1: 2009 + A2: 2009 
EN 61000-3-3: 2008 

 

動作環境 

 全モデル 

動作環境 屋内使用 

高度 2000 m 以下 

動作温度・湿度 0˚ C ～ 50˚ C，20% ～ 85% RH 結露はないこと 

保管温度・湿度 − 25˚ C ～ 70˚ C，90% RH 以下 結露はないこと 
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外形，質量および端子台 

Type I CM30-36 CM80-13R5 CM160-7R2 CM250-4R5 CM800-1R44 

外形寸法 

(W×H×D) 
71×124×351 mm 

質量 約 3 kg 

電源入力端子 AC インレット 

出力端子 M8 ボルト，M4 ねじ 9 ピンコネクタ 

センシング 

入力端子 
M3 ねじ 9 ピンコネクタ 

 

Type II CM30-72 CM80-27 CM160-14R4 CM250-9 CM800-2R88 

外形寸法 

(W×H×D) 
142×124×351 mm 

質量 約 5.3 kg 

電源入力端子 AC インレット 

出力端子 M8 ボルト，M4 ねじ 9 ピンコネクタ 

センシング 

入力端子 
M3 ねじ 9 ピンコネクタ 

 

Type III CM30-108 CM80-40R5 CM160-21R6 CM250-13R5 CM800-4R32 

外形寸法 

(W×H×D) 
213×124×351 mm 

質量 約 7.5 kg 

電源入力端子 M4 ねじ 

出力端子 M8 ボルト，M4 ねじ 9 ピンコネクタ 

センシング 

入力端子 
M3 ねじ 9 ピンコネクタ 
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オプション 

部品番号 オプション名 説明 

10YTPA0011864 GPIB-USB アダプタ 

GPIB を USB に変換するアダプタです。GPIB

でこの製品をコントロールすることができま

す。 

10YTPA0012068 フロント拡張端子 

フロントに出力端子を拡張することができま

す。本体側面に磁石で固定します。バナナ端

子にて 30A まで使用できます。 

10YTP0000006Z 
フロント拡張端子 

（高電圧用） 

250 V / 800 V モデル用のフロント拡張端子で

す。10A まで使用できます。 

10YTPA0012072 
ラックマウントキット 

 (JIS) 

この製品を JIS 規格対応のラックにマウント

するためのキットです。 

10YTPA0012073 
ラックマウントキット 

 (EIA) 

この製品を EIA 規格対応のラックにマウント

するためのキットです。 

10YTPA0012074 USB ケーブル 

USB ケーブルです。この製品に接続する側が

アングルタイプ(L 型)になっていますので，出

力端子カバーに干渉することなく使用できま

す。 

10YTPA0012075 
エアフィルタ 

（小，全モデル共通） 

1 枚入りの交換用エアフィルタで，操作パネル

の下側吸気口用です。 

10YTPA0012076 
エアフィルタ 

（大，Type II / III 用） 

1 枚入りの交換用エアフィルタで，TypeⅡ/ Ⅲ

の吸気口用です。TypeⅢの場合は 2 枚必要で

す。 

10YTPA0012254 2 台直列運転ケーブル 2 台を直列運転することができます。 

10YTP0000007Z 2 台並列運転ケーブル 2 台を並列運転することができます。 

10YTP0000008Z 3 台並列運転ケーブル 3 台を並列運転することができます。 

 

注：全てのオプションは，本体のご注文時またはご購入後に購入することが可

能です。 
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外形寸法図 

Type I (360 W) (コントロール I/O コネクタ保護カバー装着時) 

 

CM30-36/CM80-13R5/CM160-7R2 
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CM250-4R5/CM800-1R44 
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Type II (720 W) (コントロール I/O コネクタ保護カバー装着時) 

 

CM30-72/CM80-27/CM160-14R4 
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CM250-9/CM800-2R88 
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Type III (1080 W) (コントロール I/O コネクタ保護カバー装着時) 

 

CM30-108/CM80-40R5/CM160-21R6 
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CM250-13R5/CM800-4R32 
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保 証 
 

この製品は，株式会社 ＮＦ千代田エレクトロニクスが十分な試験および検査

を行って出荷しております。 

万一製造上の不備による故障または輸送中の事故などによる故障がありまし

たら，当社または当社販売代理店までご連絡ください。 

 

当社または当社販売代理店からご購入された製品で，正常な使用状態におい

て発生した部品および製造上の不備による故障など，当社の責任に基づく不具

合については納入後 1 年間の保証をいたします。 

この保証は，保証期間内に当社または当社販売代理店にご連絡いただいた場

合に，無償修理をお約束するものです。 

なお，この保証は日本国内においてだけ有効です。日本国外で使用する場合

は，当社または当社販売代理店にご相談ください。 

 

次の事項に該当する場合は，保証期間内でも有償となります。 

 取扱説明書に記載されている使用方法または注意事項（定期点検や消耗

部品の保守・交換を含む）に反する取扱いや保管によって生じた故障 

 お客様による輸送や移動時の落下，衝撃などによって生じた故障，損傷 

 お客様によって製品に改造（プログラム変更を含む）が加えられている

場合，当社および当社指定サービス業者以外による修理がなされている

場合の故障 

 外部からの異常電圧，またはこの製品に接続されている外部機器（ソフ

トウェアを含む），お客様からの支給部品または指定部品の影響による故

障 

 当社製品が組み込まれているお客様の機器が業界通念上備えるべきと判

断される機能・構造および法規制による安全装置を備えていれば回避で

きたと認められる故障 

 腐食性ガス・有機溶剤・化学薬品等の雰囲気環境下での使用による腐食

等による故障，外部より侵入した動物が原因で生じた故障 

 火災，地震，水害，落雷，暴動，戦争行為，およびその他天災地変など

の不可抗力的事故による故障，損傷 

 当社出荷時の科学技術水準では予見できなかった事由による故障 

 ファン，電池などの消耗品の補充・交換 

 

保証期間を問わず，当社製品の故障に起因するお客様での機会損失・逸失利益・

二次災害・当社製品以外への損傷，お客様による交換作業・現地機械設備の再

調整，試運転等に対する補償については，保証責務外とさせて頂きます。 

 



 

 

 

修理にあたって 
 

万一不具合があり，故障と判断された場合やご不明な点がありましたら，当

社または当社販売代理店にご連絡ください。 

ご連絡の際は，型式名(または製品名)，製造番号(銘板に記載の SERIAL NO.)

とできるだけ詳しい症状やご使用の状態をお知らせください。 

修理期間はできるだけ短くするよう努力しておりますが，ご購入後 5 年以上

経過している製品のときは，補修パーツの品切れなどによって，日数を要する

場合があります。 

 また，補修パーツが製造中止の場合，著しい破損がある場合，改造された場

合などは修理をお断りすることがありますのであらかじめご了承ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 取扱説明書の一部または全部を，無断で転載または複写することは固

くお断りします。 

・ 取扱説明書の内容は，将来予告なしに変更することがあります。 

・ 取扱説明書の作成に当たっては万全を期しておりますが，内容に関連

して発生した損害などについては，その責任を負いかねますのでご了

承ください。 

  もしご不審の点や誤り，記載漏れなどにお気付きのことがございました

ら，お求めになりました当社または当社代理店にご連絡ください。 

CM シリーズ 取扱説明書 
株式会社 ＮＦ千代田エレクトロニクス 

〒171-0021 東京都豊島区西池袋 3-1-13  西池袋パークフロントビル 7 階 

TEL  03-6907-1401 

https://www.chiyoda-electronics.co.jp/ 

◯C  Copyright 2014-2022, NF Chiyoda Electronics Co., Ltd. 
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